
(57)【要約】

多重伝送式の医療用キャリヤにより、個別に識別可能な

エフェクタを介して、1つもしくは複数の患者パラメー

タの検出および／またはエネルギーの送達を行う。同キ

ャリヤは、本体、および少なくとも2つのエフェクタと

接続した少なくとも2つの導体を含む。エフェクタは、

センサ、アクチュエータ、またはその両者の任意の組合

であってよい。センサは、圧力、酸素含有量、体積、導

電率、液体流量、またはその他の化学的もしくは物理的

パラメータなどのパラメータを測定してもよい。アクチ

ュエータは、例えば、心臓のペーシング、筋肉もしくは

神経組織の刺激、超音波エネルギーの伝送、発光、熱も

しくはその他の形式の放射、または、任意の形式のエネ

ルギーもしくは物質の送達などに用いてもよい。患者か

ら医療データを収集するための方法は、患者体内の並列

導体上に存在する多重伝送センサのネットワークに呼掛

け信号を送信する段階を含み、呼掛け信号を送信する段

階は、ネットワーク内の第一のアドレス指定可能センサ

をアドレス指定してデータを取得する段階、およびネッ

トワーク内の第二のアドレス指定可能センサをアドレス
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 を 含 む 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ で あ っ て 、 本 体 が 、 導 体 を 取 り 付 け 、 お よ び 、
本 体 内 ま た は 表 面 上 の 複 数 の 位 置 に 分 布 し 個 別 に 識 別 可 能 な 少 な く と も 2つ の エ フ ェ ク タ
と 導 体 と を 電 気 的 に 接 続 す る よ う 適 合 化 さ れ る 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ ：
　 　 表 面 お よ び 少 な く と も 2つ の 管 腔 を 有 す る 本 体 ； お よ び
　 　 少 な く と も 2つ の 導 体 で あ っ て 、 各 導 体 が 本 体 の 少 な く と も 一 部 分 に わ た っ て 個 別 の
管 腔 内 に 配 置 さ れ る 導 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 本 体 の 一 部 分 が 、 本 体 の 遠 位 部 分 を 含 む 、 請 求 項 1記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 少 な く と も 2つ の 導 体 の 各 々 が 、 導 体 と 少 な く と も 2つ の エ フ ェ ク タ と の 電 気 接 続 が 可 能
と な る よ う 、 導 体 の 少 な く と も 一 部 に わ た っ て 絶 縁 解 除 さ れ る 、 請 求 項 1記 載 の キ ャ リ ヤ
。
【 請 求 項 ４ 】
　 本 体 上 に 取 り 付 け ら れ 且 つ 導 体 に 接 続 さ れ た 複 数 の エ フ ェ ク タ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 1
記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も い く つ か が ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び プ ロ セ ッ サ を 含 み 、 プ
ロ セ ッ サ が 識 別 可 能 で あ る 、 請 求 項 4記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 、 セ ン サ を 含 む 、 請 求 項 5記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 セ ン サ が 、 圧 力 セ ン サ 、 体 積 セ ン サ 、 寸 法 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ も し く は 熱 セ ン サ 、 酸 素
セ ン サ も し く は 二 酸 化 炭 素 セ ン サ 、 導 電 率 セ ン サ 、 電 位 セ ン サ 、 pHセ ン サ 、 化 学 セ ン サ 、
流 量 セ ン サ 、 光 学 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト セ ン サ 、 お よ び 粘 稠 度 セ ン サ か ら
な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 6記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 、 請 求 項 5記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 電 流 ま た は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 生 体 電 位 の 生 成 、 心 臓 の ペ ー
シ ン グ 、 筋 肉 の 刺 激 、 1つ ま た は 複 数 の ニ ュ ー ロ ン の 刺 激 、 物 質 ま た は 領 域 の 加 熱 、 圧 力
変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 ま た は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー ま た は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 放 出
、 お よ び 放 射 線 の 照 射 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 機 能 を 実 施 す る 、 請 求 項 8記 載 の キ ャ リ
ヤ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 、 セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ の 両 者 を 含 む 、 請 求 項 5記 載 の キ ャ
リ ヤ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も い く つ か が 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び 変 換 回 路 を 含 み 、 ト
ラ ン ス デ ュ ー サ か ら の 出 力 が 、 搬 送 周 波 数 を 用 い て エ ン コ ー ド さ れ て 導 体 の う ち 1つ に 同
報 通 信 さ れ 、 且 つ 、 各 エ フ ェ ク タ が 、 互 い に 異 な る 搬 送 周 波 数 を 使 用 す る 、 請 求 項 4記 載
の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も い く つ か が 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び 電 子 変 換 回 路 を 含 み
、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら の 出 力 が 、 指 定 さ れ た 時 間 イ ン タ ー バ ル 中 に 導 体 の う ち 1つ に 同
報 通 信 さ れ 、 且 つ 、 各 エ フ ェ ク タ が 、 互 い に 異 な る 時 間 イ ン タ ー バ ル を 使 用 す る 、 請 求 項
4記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 少 な く と も 2つ の 導 体 が エ フ ェ ク タ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 3つ の 導 体 を 含 み 、 各 導 体 が 本
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体 の 少 な く と も 一 部 分 に わ た っ て 個 別 の 管 腔 内 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 4記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 3つ の 導 体 が 、 ア ー ス 用 導 体 、 パ ワ ー 用 導 体 、 お よ び デ ー タ 用 導 体 か ら な る 、 請 求 項 14
記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 エ フ ェ ク タ が 、 本 体 の 外 面 上 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 4～ 14の い ず れ か 一 項 記 載 の キ
ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 エ フ ェ ク タ が 、 本 体 の 内 面 上 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 4～ 14の い ず れ か 一 項 記 載 の キ
ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 エ フ ェ ク タ が 、 本 体 の 1つ ま た は 複 数 の 孔 を 介 し て 導 体 と 接 触 す る 、 請 求 項 4～ 14の い ず
れ か 一 項 記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も 2つ の 管 腔 の 各 々 の 少 な く と も 一 部 の 中 に 導 電 性 材 料 が 配 置 さ れ 、 且 つ 、 エ
フ ェ ク タ が 導 電 性 材 料 と の 非 結 合 性 の 接 続 を 介 し て 導 体 と 接 触 す る 、 請 求 項 17記 載 の キ ャ
リ ヤ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 各 導 体 が 、 少 な く と も 2つ の 管 腔 の 各 々 の 少 な く と も 一 部 の 中 に 配 置 さ れ た 導 電 性 材 料
を 含 み 、 且 つ 、 エ フ ェ ク タ が 、 非 結 合 性 の 接 続 を 介 し て 導 電 性 材 料 と 接 触 す る 、 請 求 項 17
記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 導 電 性 材 料 が 、 ゲ ル 、 液 体 、 ペ ー ス ト 、 お よ び ス ラ リ ー か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請
求 項 18お よ び 19の い ず れ か 一 項 記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 導 電 性 材 料 に パ ワ ー お よ び 信 号 を 送 達 す る た め に 二 極 交 流 電 流 が 用 い ら れ る 、 請 求 項 18
お よ び 19の い ず れ か 一 項 記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 少 な く と も 2つ の 管 腔 の 各 々 の 少 な く と も 一 部 の 中 に 導 電 性 材 料 が 配 置 さ れ 、 且 つ 、 エ
フ ェ ク タ が 導 電 性 材 料 と の 非 結 合 性 の 接 続 を 介 し て 導 体 と 接 触 す る 、 請 求 項 17記 載 の キ ャ
リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 導 電 性 材 料 が 、 導 電 性 の エ ポ キ シ 、 溶 接 、 お よ び 導 電 性 の 共 晶 物 か ら な る 群 よ り 選 択 さ
れ る 、 請 求 項 22記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 信 号 の 中 心 周 波 数 が 、 約 1000 Hz～ 約 10 MHzで あ る 、 請 求 項 23記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 信 号 の 中 心 周 波 数 が 、 約 100 kHz～ 約 10 MHzで あ る 、 請 求 項 24記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 導 電 性 材 料 と の 接 触 部 が 、 少 な く と も 1つ の 電 気 不 活 性 材 料 ま た は そ の コ ー テ ィ ン グ を
含 む 、 請 求 項 18記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 導 電 性 材 料 と の 接 触 部 が 、 少 な く と も 1つ の 化 学 不 活 性 材 料 ま た は そ の コ ー テ ィ ン グ を
含 む 、 請 求 項 18記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 化 学 不 活 性 材 料 が 、 白 金 、 イ リ ジ ウ ム 、 金 、 お よ び ハ フ ニ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ
る 、 請 求 項 27記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 本 体 が 、 血 管 に 導 入 し 且 つ こ れ に 通 す の に 適 し た 細 長 部 分 を 含 む 、 請 求 項 4～ 14の い ず
れ か 一 項 記 載 の キ ャ リ ヤ 。
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【 請 求 項 ３ ０ 】
　 導 体 が 、 細 長 部 分 上 の 遠 位 位 置 か ら 近 位 位 置 ま で 軸 方 向 に わ た る 、 請 求 項 29記 載 の キ ャ
リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 エ フ ェ ク タ が 、 カ テ ー テ ル 部 分 の あ る 長 さ に わ た っ て 軸 方 向 に 離 し て 配 置 さ れ る 、 請 求
項 30記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 本 体 が 、 身 体 組 織 上 に 配 置 す る の に 適 し た 平 面 を 有 す る 、 請 求 項 4～ 14の い ず れ か 一 項
記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 導 体 が 、 本 体 に 接 続 さ れ た 隣 接 平 面 上 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 32記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 種 類 の 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ で あ っ て 、 改 良 が 、 少 な
く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重 化 さ れ る 個 別 に 識 別 可 能 な ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 医 療 用
キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ の う ち 少 な く と も い く つ か が 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 送 達 す る た め の 電 極 を
含 む 、 請 求 項 34記 載 の 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 各 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 電 流 ま た は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 生 体 電 位 の 生 成 、 心 臓 の ペ
ー シ ン グ 、 物 質 ま た は 領 域 の 加 熱 、 圧 力 変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 ま た は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ
ネ ル ギ ー ま た は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 放 出 、 お よ び 放 射 線 の 照 射 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る
機 能 を 実 施 す る 、 請 求 項 34記 載 の 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 キ ャ リ ヤ が 、 血 管 内 カ テ ー テ ル ま た は 心 臓 内 カ テ ー テ ル を 含 む 、 請 求 項 34～ 36の い ず れ
か 一 項 記 載 の 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 キ ャ リ ヤ が 、 体 内 埋 植 可 能 な キ ャ リ ヤ を 含 む 、 請 求 項 34～ 36の い ず れ か 一 項 記 載 の 改 良
さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 体 内 埋 植 可 能 な キ ャ リ ヤ が 、 心 臓 ペ ー シ ン グ 用 の リ ー ド 線 上 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 38記
載 の 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 複 数 の シ ス テ ム を 含 む 種 類 の 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ で あ っ て 、 改 良 が 少 な く と も 1
つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重 化 さ れ る 個 別 に 識 別 可 能 な シ ス テ ム を 含 み 、 且 つ 、 各 シ ス テ ム が
以 下 を 含 む 医 療 用 キ ャ リ ヤ ：
　 　 少 な く と も 1つ の セ ン サ ；
　 　 少 な く と も 1つ の ア ク チ ュ エ ー タ ； お よ び
　 　 電 気 回 路 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 少 な く と も 1つ の セ ン サ が 、 圧 力 セ ン サ 、 体 積 セ ン サ 、 寸 法 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ ま た は
熱 セ ン サ 、 酸 素 セ ン サ ま た は 二 酸 化 炭 素 セ ン サ 、 導 電 率 セ ン サ 、 電 位 セ ン サ 、 pHセ ン サ 、
化 学 セ ン サ 、 流 量 セ ン サ 、 光 学 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト セ ン サ 、 お よ び 粘 稠
度 セ ン サ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 40記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 少 な く と も 1つ の ア ク チ ュ エ ー タ の 各 々 が 、 電 流 ま た は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 生 体
電 位 の 生 成 、 心 臓 の ペ ー シ ン グ 、 物 質 ま た は 領 域 の 加 熱 、 圧 力 変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 ま
た は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー ま た は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 放 出 、 お よ び 放 射 線 の 照 射 か ら
な る 群 よ り 選 択 さ れ る 機 能 を 実 施 す る 、 請 求 項 40記 載 の キ ャ リ ヤ 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
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　 複 数 の シ ス テ ム の う ち 少 な く と も 1つ が 、 以 下 を 含 む 、 請 求 項 40記 載 の キ ャ リ ヤ ：
　 　 電 位 を 測 定 す る た め の 電 極 セ ン サ ； お よ び
　 　 電 気 エ ネ ル ギ ー を 送 達 す る た め の 電 極 ア ク チ ュ エ ー タ 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 以 下 を 含 む シ ス テ ム ：
　 　 個 別 に 識 別 可 能 な 複 数 の エ フ ェ ク タ が そ の 表 面 上 に 分 布 し た 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ
ヤ で あ っ て 、 エ フ ェ ク タ が 少 な く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ っ て 多 重 化 さ れ る よ う な 医 療 用
キ ャ リ ヤ ； お よ び
　 　 共 通 導 体 を 介 し て エ フ ェ ク タ に 接 続 す る の に 適 し た 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ が 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ と の 結 線 接 続 に 適 し て い る 、 請 求
項 44記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ が 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ と の ワ イ ヤ レ ス 接 続 に 適 し て い る
、 請 求 項 44記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ と 接 続 し 且 つ 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ と ワ イ ヤ レ ス 通 信 を 行 う
体 内 埋 植 可 能 な デ ー タ 収 集 ・ 伝 送 ユ ニ ッ ト を さ ら に 含 む 、 請 求 項 46記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 構 成 す る 方 法 で あ っ て 、 以 下 の 段 階 を 含 む 方 法 ：
　 　 表 面 と 少 な く と も 1つ の 導 体 と を 有 す る 本 体 を 提 供 す る 段 階 ；
　 　 個 別 に 識 別 可 能 な 少 な く と も 1つ の エ フ ェ ク タ を 表 面 上 に 選 択 的 に 取 り 付 け る 段 階 ；
お よ び
　 　 少 な く と も 1つ の エ フ ェ ク タ を 、 表 面 貫 通 を 介 し て 少 な く と も 1つ の 導 体 に 電 気 的 に 接
続 す る 段 階 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 提 供 す る 段 階 が 、 心 臓 ペ ー シ ン グ 用 の リ ー ド 線 に 接 続 さ れ た 本 体 を 提 供 す る 段 階 を 含 む
、 請 求 項 48記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 提 供 す る 段 階 が 、 少 な く と も 2つ の 導 体 を 有 す る 本 体 を 提 供 す る 段 階 を 含 み 、 各 導 体 が
本 体 の 少 な く と も 一 部 分 に わ た っ て 個 別 の 管 腔 内 に 配 置 さ れ る 導 体 で あ る 、 請 求 項 48記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 選 択 的 に 取 り 付 け る 段 階 が 、 個 別 に 識 別 可 能 な 少 な く と も 2つ の エ フ ェ ク タ を 表 面 上 に
取 り 付 け る 段 階 を 含 み 、 少 な く と も 2つ の エ フ ェ ク タ が 1つ ま た は 複 数 の 表 面 貫 通 を 介 し て
少 な く と も 2つ の 導 体 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 請 求 項 50記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 選 択 的 に 取 り 付 け る 段 階 が 、 少 な く と も 1つ の 導 体 を 表 面 か ら 露 出 さ せ る 段 階 お よ び 少
な く と も 1つ の エ フ ェ ク タ の 各 々 か ら 少 な く と も 1つ の 導 体 ま で リ ー ド 線 を 電 気 的 に 接 続 す
る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 48記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も い く つ か が ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び プ ロ セ ッ サ を 含 み 、 プ
ロ セ ッ サ が 識 別 可 能 な プ ロ セ ッ サ で あ る 、 請 求 項 48記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 、 セ ン サ を 含 む 、 請 求 項 53記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 セ ン サ が 、 圧 力 セ ン サ 、 体 積 セ ン サ 、 寸 法 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ ま た は 熱 セ ン サ 、 酸 素 セ
ン サ ま た は 二 酸 化 炭 素 セ ン サ 、 導 電 率 セ ン サ 、 電 位 セ ン サ 、 pHセ ン サ 、 化 学 セ ン サ 、 流 量
セ ン サ 、 光 学 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト セ ン サ 、 お よ び 粘 稠 度 セ ン サ か ら な る
群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 54記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ５ ６ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 、 ア ク チ ュ エ ー タ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 54記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 、 請 求 項 53記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 電 流 ま た は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 物 質 ま た は 領 域 の 加 熱 、 圧 力
変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 ま た は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー ま た は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 放 出
、 お よ び 放 射 線 の 照 射 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 機 能 を 実 施 す る 、 請 求 項 56お よ び 57の い
ず れ か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も 1つ が 、 セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ の 両 者 を 含 む 、 請 求
項 48記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 セ ン サ が 、 圧 力 セ ン サ 、 体 積 セ ン サ 、 寸 法 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ ま た は 熱 セ ン サ 、 酸 素 セ
ン サ ま た は 二 酸 化 炭 素 セ ン サ 、 導 電 率 セ ン サ 、 電 位 セ ン サ 、 pHセ ン サ 、 化 学 セ ン サ 、 流 量
セ ン サ 、 光 学 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト セ ン サ 、 お よ び 粘 稠 度 セ ン サ か ら な る
群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 59記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 電 流 ま た は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 物 質 ま た は 領 域 の 加 熱 、 圧 力
変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 ま た は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー ま た は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 放 出
、 お よ び 放 射 線 の 照 射 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 機 能 を 実 施 す る 、 請 求 項 59記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 少 な く と も 1つ の エ フ ェ ク タ の 各 々 を 電 気 的 に 接 続 す る 段 階 が 、 少 な く と も 1つ の リ ー ド
線 を 少 な く と も 1つ の 導 体 に 接 続 す る 段 階 を 含 む 、 請 求 項 48記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 少 な く と も 1つ の エ フ ェ ク タ の 各 々 を 電 気 的 に 接 続 す る 段 階 が 、 少 な く と も 3つ の リ ー ド
線 を 本 体 の 個 別 の 管 腔 内 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 3つ の 導 体 に 接 続 す る 段 階 を 含 む 、 請 求
項 62記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 エ フ ェ ク タ 上 の ア ー ス 用 リ ー ド 線 、 パ ワ ー 用 リ ー ド 線 、 お よ び デ ー タ 用 リ ー ド 線 が 、 本
体 内 の ア ー ス 用 コ ネ ク タ 、 パ ワ ー 用 コ ネ ク タ 、 お よ び デ ー タ 用 コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 、 請
求 項 63記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 本 体 の 少 な く と も 一 部 お よ び 取 り 付 け ら れ た エ フ ェ ク タ を 封 入 材 料 で 封 入 す る 段 階 を さ
ら に 含 む 、 請 求 項 48記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 種 類 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 構 成 す る た め の 改 良 さ れ た 方 法 で
あ っ て 、 改 良 が 、 少 な く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重 化 さ れ る 個 別 に 識 別 可 能 な ア ク チ
ュ エ ー タ を 提 供 す る 段 階 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 複 数 の シ ス テ ム を 含 む 種 類 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 構 成 す る た め の 改 良 さ れ た 方 法 で あ っ て
、 改 良 が 、 少 な く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重 化 さ れ る 個 別 に 識 別 可 能 な シ ス テ ム を 提
供 す る 段 階 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 各 シ ス テ ム が 、 以 下 を 含 む 、 請 求 項 67記 載 の 方 法 ：
　 　 少 な く と も 1つ の セ ン サ ；
　 　 少 な く と も 1つ の ア ク チ ュ エ ー タ ； お よ び
　 　 電 気 回 路 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 患 者 か ら 医 療 デ ー タ を 収 集 す る 方 法 で あ っ て 、 以 下 の 段 階 を 含 む 方 法 ：
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　 　 患 者 体 内 の 並 列 導 体 上 に 存 在 す る 多 重 伝 送 セ ン サ の ネ ッ ト ワ ー ク に 呼 掛 け 信 号 を 送 信
す る 段 階 で あ っ て 、 以 下 を 含 む 段 階 ：
　 　 　 （ ａ ） ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 一 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し て デ ー タ
を 取 得 す る 段 階 ； お よ び
　 　 　 （ ｂ ） ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 二 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し て デ ー タ
を 取 得 す る 段 階 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 呼 掛 け 信 号 を 送 信 す る 段 階 が 、 以 下 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 69記 載 の 方 法 ：
　 　 （ ｃ ） ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 三 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し て デ ー タ を
取 得 す る 段 階 ； お よ び
　 　 （ ｄ ） ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 少 な く と も 第 四 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し
て デ ー タ を 取 得 す る 段 階 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 多 重 伝 送 セ ン サ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 の セ ン サ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て パ ワ ー を 供 給 す る 段
階 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 69記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 取 得 さ れ る デ ー タ が 、 圧 力 デ ー タ 、 体 積 デ ー タ 、 寸 法 デ ー タ 、 温 度 デ ー タ 、 酸 素 ま た は
二 酸 化 炭 素 の 濃 度 デ ー タ 、 タ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト デ ー タ 、 導 電 率 デ ー タ 、 電 位 デ ー タ 、 pHデ
ー タ 、 化 学 デ ー タ 、 血 流 量 デ ー タ 、 熱 伝 導 率 デ ー タ 、 光 学 特 性 デ ー タ 、 断 面 積 デ ー タ 、 粘
稠 度 デ ー タ 、 お よ び 放 射 デ ー タ の う ち 少 な く と も 1つ を 含 む 、 請 求 項 69～ 71の い ず れ か 一
項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 セ ン サ が 、 1つ も し く は 複 数 の 血 管 内 ま た は 心 腔 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る
、 請 求 項 72記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 セ ン サ が 、 脳 組 織 上 ま た は そ の 近 傍 に 存 在 す る 平 面 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 セ ン サ が 、 尿 路 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 内 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 セ ン サ が 、 生 殖 器 系 の 経 路 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 セ ン サ が 、 内 視 鏡 手 術 部 位 の 中 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 セ ン サ が 、 腹 腔 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 セ ン サ が 、 胃 腸 管 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 セ ン サ が 、 骨 近 傍 ま た は 関 節 腔 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 72記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 患 者 か ら 医 療 デ ー タ を 収 集 す る 方 法 で あ っ て 、 以 下 の 段 階 を 含 む 方 法 ：
　 　 検 出 さ れ た デ ー タ が 作 動 し た 各 セ ン サ か ら 伝 送 さ れ る よ う に 、 患 者 体 内 の 並 列 導 体 上
に 存 在 す る 多 重 伝 送 セ ン サ の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 動 さ せ る 段 階 ；
　 　 伝 送 さ れ た デ ー タ を 受 け 取 る 段 階 ； お よ び
　 　 受 け 取 ら れ た デ ー タ を 、 各 々 が 1つ の セ ン サ か ら の デ ー タ を 含 む 複 数 の デ ー タ ス ト リ
ー ム に 分 割 す る 段 階 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
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　 作 動 し た 各 セ ン サ が 、 互 い に 異 な る 搬 送 周 波 数 で デ ー タ を 伝 送 す る 、 請 求 項 81記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 エ ネ ル ギ ー ま た は 1つ も し く は 複 数 の 物 質 を 患 者 に 送 達 す る 方 法 で あ っ て 、 ア ク チ ュ エ
ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 少 な く と も 第 一 の ア ド レ ス 指 定 可 能 ア ク チ ュ エ ー タ を ア ド レ ス 指
定 す る こ と に よ り 第 一 の ア ク チ ュ エ ー タ で エ ネ ル ギ ー ま た は 物 質 を 送 達 す る 段 階 を 含 む 方
法 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 作 動 さ せ る 段 階 が 、 ア ク チ ュ エ ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 二 の ア ド レ ス 指 定 可 能 ア ク チ
ュ エ ー タ を ア ド レ ス 指 定 す る こ と に よ り 第 二 の ア ク チ ュ エ ー タ で エ ネ ル ギ ー ま た は 物 質 を
送 達 す る 段 階 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 83記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 作 動 さ せ る 段 階 が 、 以 下 の 段 階 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 84記 載 の 方 法 ：
　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 三 の ア ド レ ス 指 定 可 能 ア ク チ ュ エ ー タ を ア ド レ ス 指 定 す る こ と に
よ り ア ク チ ュ エ ー タ で エ ネ ル ギ ー ま た は 物 質 を 送 達 す る 段 階 ； お よ び
　 　 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 少 な く と も 第 四 の ア ド レ ス 指 定 可 能 ア ク チ ュ エ ー タ を ア ド レ ス 指 定
す る こ と に よ り ア ク チ ュ エ ー タ で エ ネ ル ギ ー ま た は 物 質 を 送 達 す る 段 階 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 多 重 伝 送 ア ク チ ュ エ ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 の ア ク チ ュ エ ー タ に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て パ
ワ ー を 供 給 す る 段 階 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 83記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 電 流 ま た は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 物 質 ま た は 領 域 の 加 熱 、 圧 力
変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 ま た は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー ま た は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の 放 出
、 お よ び 放 射 線 の 照 射 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 機 能 を 実 施 す る 、 請 求 項 83～ 86の い ず れ
か 一 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 1つ も し く は 複 数 の 血 管 内 ま た は 心 腔 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に
分 布 す る 、 請 求 項 83記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 脳 組 織 上 ま た は そ の 近 傍 に 存 在 す る 平 面 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 83記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 尿 路 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 内 に 分 布 す る 、 請 求 項 83記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ １ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 生 殖 器 系 の 経 路 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 83記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 内 視 鏡 手 術 部 位 の 中 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 83
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 腹 腔 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 83記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ４ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 胃 腸 管 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項 83記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ９ ５ 】
　 ア ク チ ュ エ ー タ が 、 骨 近 傍 ま た は 関 節 腔 内 に 存 在 す る カ テ ー テ ル 上 に 分 布 す る 、 請 求 項
83記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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発 明 の 背 景

　 本 発 明 は 、 該 し て 、 医 療 用 の 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 種
々 の 診 断 手 順 お よ び 治 療 手 順 を 実 施 す る た め の 多 重 伝 送 式 エ フ ェ ク タ を 有 す る 医 療 装 置 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
関 連 出 願 の 相 互 参 照
　 本 願 は 、 参 照 と し て そ の 全 て が 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 、 2002年 12月 11日 に 提 出 さ れ
た 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/432,929号 の 優 先 権 を 主 張 す る も の で あ る 。 本 願 は 、 本 願 と 同 時 に
提 出 さ れ 且 つ 参 照 と し て そ の 全 て が 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ る 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/_____
__号 （ 代 理 人 整 理 番 号 21308-000200US） と 関 連 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 の 心 臓 医 学 お よ び そ の 他 の 医 学 分 野 に お い て は 、 血 管 内 お よ び 管 腔 内 の 介 入 手 技 お
よ び モ ニ タ リ ン グ が 非 常 に 重 要 と な っ て い る 。 本 発 明 に 特 に 関 す る も の と し て 、 心 臓 機 能
お よ び そ の 他 の 患 者 パ ラ メ ー タ を モ ニ タ リ ン グ す る お よ び こ れ ら に 影 響 を 及 ぼ す 目 的 で 、
種 々 の 血 管 内 カ テ ー テ ル 、 体 内 埋 植 可 能 な セ ン サ 、 体 内 埋 植 可 能 な 刺 激 用 リ ー ド 線 、 お よ
び そ の 他 の 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 こ の よ う な モ ニ タ リ ン グ お よ び 治 療 用 の カ テ ー テ ル は
、 大 き な 有 用 性 を も つ も の の 、 含 ま れ る セ ン サ お よ び ／ ま た は ア ク チ ュ エ ー タ （ と も に 本
明 細 書 に お い て 一 般 的 に 「 エ フ ェ ク タ 」 と い う ） の 数 が 一 般 的 に 1つ ま た は 限 ら れ た 個 数
し か な い 。 し た が っ て 、 複 数 の パ ラ メ ー タ を モ ニ タ リ ン グ す る も し く は こ れ に 影 響 を 与 え
る 能 力 、 ま た は 、 カ テ ー テ ル も し く は そ の 他 の 装 置 上 に 分 布 し た 複 数 の 位 置 に お い て 単 一
の パ ラ メ ー タ を モ ニ タ リ ン グ す る も し く は こ れ に 影 響 を 与 え る 能 力 は 非 常 に 限 ら れ て い る
。 カ テ ー テ ル お よ び そ の 他 の 装 置 が 有 す る エ フ ェ ク タ の 個 数 が 限 ら れ て い る 主 た る 理 由 の
1つ は 、 各 エ フ ェ ク タ を カ テ ー テ ル 上 の 専 用 の 接 続 部 ま た は そ の 他 の 端 末 に 結 線 す る 必 要
が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 圧 力 、 温 度 、 導 電 性 、 電 位 、 血 流 、 血 液 体 積 な ど の 患 者 パ ラ メ ー タ を 血 管
内 お よ び 管 腔 内 で モ ニ タ リ ン グ す る た め の 改 良 さ れ た カ テ ー テ ル 、 体 内 埋 植 可 能 な 刺 激 用
リ ー ド 線 、 お よ び そ の 他 の 装 置 を 提 供 す る こ と は 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 心 臓 ペ ー シ ン グ
お よ び そ の 他 の 生 理 学 的 目 的 の た め の 組 織 ア ブ レ ー シ ョ ン お よ び 電 気 刺 激 な ど の 治 療 的 介
入 を 血 管 内 お よ び 管 腔 内 で 送 達 す る た め の 改 良 さ れ た カ テ ー テ ル お よ び そ の 他 の 装 置 を 提
供 す る こ と も ま た 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 そ の よ う な 装 置 で あ っ て 、 複 数 の エ フ ェ ク タ （
セ ン サ お よ び ／ ま た は ア ク チ ュ エ ー タ ） が 製 品 上 に 分 布 し た 装 置 を 提 供 す る こ と は 特 に 望
ま し い と 考 え ら れ る 。 単 一 の 装 置 が 多 数 の 異 な る 種 類 の エ フ ェ ク タ を も て る よ う に す る こ
と 、 お よ び 、 装 置 内 で 限 ら れ た 数 の ワ イ ヤ を 使 用 し て エ フ ェ ク タ と の 通 信 を 可 能 に す る こ
と は さ ら に 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 そ の よ う な 装 置 の 便 利 な 作 製 方 法 お よ び そ の よ う な 装
置 を 患 者 体 内 で 使 用 す る た め の 便 利 な 方 法 を 提 供 す る こ と は さ ら に 望 ま し い と 考 え ら れ る
。 こ れ ら 目 的 の 少 な く と も い く つ か は 以 下 に 説 明 す る 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】

　 心 臓 の マ ッ ピ ン グ 、 ア ブ レ ー シ ョ ン 、 お よ び ／ ま た は そ の 他 を 目 的 と し た 、 複 数 の 電 極
を 有 す る カ テ ー テ ル は 、 米 国 特 許 第 4,397,314号 、 同 第 4,603,705号 、 同 第 4,776,334号 、
同 第 4,815,472号 、 同 第 4,881,410号 、 同 第 5,113,868号 、 同 第 5,419,767号 、 同 第 5,509,41
1号 、 同 第 5,579,764号 、 同 第 5,591,142号 、 同 第 5,662,587号 、 同 第 5,924,997号 、 同 第 5,9
02,248号 、 同 第 6,033,398号 、 同 第 6,309,385号 、 な ら び に 米 国 公 開 公 報  2002/0156417 A1
お よ び US 2002/0026183 A1に 記 載 さ れ て い る 。 米 国 特 許 第 4,815,472号 に は 、 多 重 伝 送 能
を も つ 2本 の 共 通 リ ー ド 線 に 永 続 的 に 結 合 さ れ た 複 数 の 固 体 セ ン サ を 有 す る カ テ ー テ ル が
説 明 さ れ て い る 。 米 国 特 許 第 5,579,764号 に は 、 多 重 伝 送 式 で な い 共 通 バ ス を 有 す る マ ッ
ピ ン グ ・ ア ブ レ ー シ ョ ン カ テ ー テ ル が 説 明 さ れ て い る 。 米 国 公 開 公 報 第 2002/0156417号 に
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は 、 カ テ ー テ ル 内 で デ ュ ア ル リ ー ド バ ス に 接 続 さ れ た コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 回 路 を 有 す る ME
MS検 出 モ ジ ュ ー ル が 説 明 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
発 明 の 概 要
　 本 発 明 は 概 し て 、 多 重 伝 送 式 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ 装 置 お よ び シ ス テ ム 、 な ら び に 多 重 伝 送
式 キ ャ リ ヤ の 構 成 方 法 お よ び 使 用 方 法 を 提 供 す る 。 多 重 伝 送 （ multiplexedま た は multipl
exing） と は 、 一 般 的 に 、 1つ ま た は 複 数 の 「 遠 隔 」 装 置 と 信 号 の 送 受 信 を 行 い 得 る 2つ 以
上 の エ フ ェ ク タ を キ ャ リ ヤ が 有 し て い て も よ い こ と を 意 味 す る 。 遠 隔 装 置 は 、 キ ャ リ ヤ 上
で あ っ て も ま た は キ ャ リ ヤ か ら 離 れ て い て も 、 任 意 の 位 置 に あ っ て よ い 。 典 型 的 に 、 多 重
伝 送 式 キ ャ リ ヤ 上 の 各 エ フ ェ ク タ は 、 何 ら か の 方 法 で 遠 隔 装 置 に よ る 識 別 が 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 エ フ ェ ク タ は ア ド レ ス 指 定 可 能 で あ っ て も よ く 、 ま た は 、 信 号 を 伝 送 す る 周 波 数
お よ び ／ も し く は 時 間 な ど が 互 い に 異 な っ て い て も よ い 。 少 な く と も い く つ か の 場 合 に お
い て は 、 デ ジ タ ル 式 ま た は そ の 他 の 外 部 コ ン ト ロ ー ラ ま た は 外 部 回 路 に よ り エ フ ェ ク タ な
ど を 任 意 に パ ワ ー 供 給 、 作 動 、 ま た は そ の 他 始 動 さ せ る た め デ ジ タ ル 式 ま た は そ の 他 の ス
イ ッ チ ン グ 回 路 が エ フ ェ ク タ 部 ま た は エ フ ェ ク タ 上 に 設 け ら れ た ア ド レ ス 指 定 可 能 な エ フ
ェ ク タ 、 特 に ア ド レ ス 指 定 可 能 な 電 極 お よ び そ の 他 の ア ク チ ュ エ ー タ （ 後 に 定 義 す る ） が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 的 に 、 多 重 伝 送 は 多 数 の 異 な る 技 術 の う ち 任 意 の 技 術 を 用 い て 実 現 し て よ い 。 例 え
ば 、 一 般 的 に 「 同 報 通 信 （ broadcasting） 」 と 呼 ば れ 得 る も の も そ う し た 技 術 の 1つ で あ
る 。 同 報 通 信 と は 一 般 的 に 任 意 の 種 類 の 伝 送 （ transmitting） を 意 味 し 、 本 明 細 書 に お い
て こ れ ら の 用 語 は し ば し ば 相 互 置 換 可 能 な 語 と し て 使 用 す る 。 同 報 通 信 の 1例 と し て は 、
振 幅 変 調 （ AM） ま た は 周 波 数 変 調 （ FM） の い ず れ か を 用 い て あ る 周 波 数 帯 域 で ア ナ ロ グ 情
報 を 同 報 通 信 す る ラ ジ オ 伝 送 が あ る 。 い ず れ の 場 合 に お い て も 、 そ れ ぞ れ 異 な る 周 波 数 で
同 報 通 信 さ れ る 複 数 の 情 報 源 と 複 数 の 受 信 機 と が 存 在 し 、 受 信 機 は 、 そ の 受 信 機 の 関 心 対
象 で あ る 周 波 数 を 除 く 全 て の 周 波 数 を フ ィ ル タ リ ン グ も し く は 拒 否 で き る よ う 「 チ ュ ー ナ
ー 」 を 有 す る 。 次 に 、 受 け 入 れ ら れ た 周 波 数 の 信 号 が 「 復 調 」 さ れ て 、 元 の 信 号 が 生 成 さ
れ る 。 こ れ は 、 任 意 の 送 信 機 か ら 同 報 通 信 さ れ た 情 報 が 任 意 の 受 信 機 に よ り 使 用 さ れ 得 る
、 「 基 本 的 な 」 同 報 通 信 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 二 の 多 重 伝 送 技 術 は 「 周 波 数 領 域 多 重 伝 送 」 と 呼 ば れ 得 る も の で あ る 。 こ の 技 術 の 例
は ウ ォ ー キ ー ト ー キ ー お よ び 市 民 バ ン ド （ CB） ラ ジ オ に み ら れ る 。 各 CBラ ジ オ は 、 伝 送 用
の 搬 送 周 波 数 で あ っ て 好 ま し く は 別 の CBラ ジ オ が 使 用 し て い な い 周 波 数 を 送 信 機 が 選 択 で
き る よ う 、 周 波 数 セ レ ク タ を 有 す る 。 送 信 機 の 声 は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン に よ っ て 、 そ の 搬 送
周 波 数 を 振 幅 変 調 ま た は 周 波 数 変 調 の い ず れ か に よ り 変 調 し た ア ナ ロ グ 電 気 信 号 に 変 換 さ
れ る 。 無 論 、 受 信 機 は 同 じ 搬 送 周 波 数 ま た は チ ャ ネ ル に チ ュ ー ニ ン グ さ れ る 必 要 が あ る 。
次 に 、 受 信 機 は 受 信 し た 搬 送 信 号 を 復 調 し て ア ナ ロ グ 電 気 信 号 に 戻 す 。 こ の ア ナ ロ グ 信 号
が ス ピ ー カ を 駆 動 す る の で 受 信 者 は メ ッ セ ー ジ を 聞 く こ と が で き る 。 典 型 的 な CBラ ジ オ で
は 「 チ ャ ン ネ ル 」 ま た は 搬 送 周 波 数 を 20の 選 択 肢 か ら 選 択 で き る 。 こ の シ ス テ ム を 用 い る
と 、 近 隣 範 囲 内 で 20種 類 の 会 話 を 同 時 に 送 受 信 で き る 。 こ の 場 合 、 各 ラ ジ オ は 使 用 時 間 の
100%に わ た っ て そ の 周 波 数 帯 を 使 用 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 多 重 伝 送 技 術 の 第 三 の 例 は 「 時 間 領 域 多 重 伝 送 」 と 呼 ば れ 得 る も の で あ る 。 時 間 領 域 多
重 伝 送 の 日 常 的 な 例 と し て 、 礼 儀 正 し い 夕 食 時 の 会 話 が あ る 。 こ の 場 合 は 、 音 波 と い う 単
一 の 伝 送 媒 体 を 各 人 が 互 い に 共 用 し て い る 。 通 常 、 人 々 は こ の 伝 送 媒 体 を 交 代 で 使 用 す る
こ と に よ っ て 情 報 を 同 報 通 信 し 、 そ の 情 報 は 任 意 の 他 の 聞 き 手 に よ っ て 受 け 取 ら れ 得 る 。
電 子 的 に も 同 じ 原 理 が 利 用 可 能 で あ り 、 そ の 場 合 は 、 2本 の ワ イ ヤ が 任 意 の 数 の ト ラ ン シ
ー バ 間 で 電 子 情 報 を 伝 送 す る 。 時 間 の 割 当 て 方 法 と し て は 、 同 期 式 と 非 同 期 式 と い う 2つ
の 一 般 的 な 方 法 が あ る 。 同 期 式 の 場 合 、 各 送 信 機 は 定 期 的 に 一 定 の 長 さ の 時 間 を 割 り 当 て
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ら れ て 情 報 を 伝 送 す る 。 例 え ば 、 電 話 に お い て 、 音 声 を 1秒 当 た り 20,000個 の 数 値 に 電 子
的 に 変 換 し 、 こ の 20,000個 の 数 値 を 200個 ご と 100の 「 パ ケ ッ ト 」 に 分 割 し 、 各 パ ケ ッ ト を
例 え ば 1マ イ ク ロ 秒 で 伝 送 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す る と 、 そ れ ぞ れ 200個 の 数 値 を 有 す る
パ ケ ッ ト が 、 1個 の 送 信 機 に よ り 1秒 間 当 た り 100パ ケ ッ ト 送 信 さ れ る 。 各 パ ケ ッ ト の 伝 送
所 要 時 間 は 1マ イ ク ロ 秒 の み で あ る か ら 、 各 送 信 機 に よ る 使 用 時 間 は 伝 送 時 間 1秒 間 当 た り
100マ イ ク ロ 秒 の み で あ る 。 し た が っ て 、 各 送 信 機 は 全 時 間 の 0.1%し か 伝 送 ラ イ ン を 使 用
し な い 。 例 え ば 、 同 じ ラ イ ン を 共 用 し て い る 送 信 機 が 1000個 あ る 場 合 、 各 送 信 機 は 1000マ
イ ク ロ 秒 ご と に 1マ イ ク ロ 秒 を 割 り 当 て ら れ 、 こ れ は 通 常 ク ロ ッ ク 信 号 に よ り 同 期 さ れ る
。 一 般 的 に 、 各 送 信 機 が 1000ミ リ 秒 ご と に 使 用 す る マ イ ク ロ 秒 の 長 さ は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の 他 の 多 重 伝 送 技 術 と し て は ア ド レ ス 指 定 を 行 う も の が あ り 、 こ の 場 合 は 、 各 エ フ ェ
ク タ が デ ジ タ ル ア ド レ ス ま た は 数 値 を 有 す る 。 例 え ば 、 エ フ ェ ク タ か ら の 各 同 報 通 信 に は
デ ジ タ ル ア ド レ ス が 含 ま れ 、 こ の ア ド レ ス が 各 受 信 機 に よ っ て 読 み 取 ら れ る 。 ア ド レ ス が
受 信 機 の ア ド レ ス と 対 応 す る 場 合 、 そ の 受 信 機 は そ の 情 報 を 受 け 取 り 、 場 合 に よ っ て は さ
ら に 追 加 の 命 令 を 実 行 す る 。 電 話 の 例 に 戻 れ ば 、 音 声 を 例 え ば 1秒 間 当 た り 20,000個 の デ
ジ タ ル 数 値 に 変 換 す る ア ナ ロ グ ‐ デ ジ タ ル 変 換 器 に よ り 会 話 が デ ジ タ ル 化 さ れ る 。 電 話 は
、 10ミ リ 秒 ご と に （ ま た は 1秒 間 当 た り 100回 ） 、 自 身 の ア ド レ ス に 続 け て 、 直 前 10ミ リ 秒
の 音 声 情 報 を 表 す 200個 の 数 値 を 同 報 通 信 す る 。 現 代 の シ ス テ ム で は 、 ア ド レ ス お よ び 200
個 の 数 値 の 伝 送 は 1マ イ ク ロ 秒 未 満 で 完 了 し 得 る 。 受 信 ス テ ー シ ョ ン は こ の ア ド レ ス を 読
み 取 り 、 続 く 200個 の 数 値 を 記 憶 し 、 送 信 先 電 話 の ア ド レ ス （ ま た は 数 値 ） お よ び そ れ に
続 く 200個 の 数 値 を 1つ ま た は 複 数 の 送 信 先 電 話 に ル ー テ ィ ン グ す る 。 受 信 ア ン テ ナ は 専 用
の 周 波 数 で 受 信 を 続 け 、 自 身 の ア ド レ ス が 「 聞 こ え る 」 と 、 そ れ に 続 く 200個 の 数 値 を 記
憶 す る 。 次 に 、 デ ジ タ ル ‐ ア ナ ロ グ 変 換 器 が 次 の 10ミ リ 秒 間 に わ た っ て こ れ ら の 数 値 を ア
ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し 、 こ の ア ナ ロ グ 信 号 が 、 電 話 に 内 蔵 ま た は 接 続 さ れ た ス ピ ー カ に 伝 送
さ れ る 。 各 電 話 が 使 用 す る 時 間 は 10ミ リ 秒 ご と に 1マ イ ク ロ 秒 に す ぎ な い （ ま た は 、 高 性
能 シ ス テ ム で は こ れ よ り 大 幅 に 少 な い ） た め 、 少 な く と も 理 論 的 に は 、 10ミ リ 秒 に つ き 1
マ イ ク ロ 秒 の 時 間 枠 を そ れ ぞ れ 割 り 当 て ら れ た 1000台 の 電 話 で 1つ の 周 波 数 帯 域 を 共 用 で
き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ に は こ れ ら の 技 術 の う ち 任 意 の 技 術 、 ま た は そ の 他 任 意 の
好 適 な 技 術 を 使 用 し て よ い 。 例 え ば い く つ か の 態 様 に お い て は 、 周 波 数 領 域 多 重 伝 送 と 時
間 領 域 多 重 伝 送 と の 組 合 せ な ど 、 前 述 の 技 術 の 組 合 せ を 用 い て も よ い 。 前 述 の 説 明 か ら 明
ら か で あ る よ う に 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 上 の 識 別 可 能 な エ フ ェ ク タ は 、 ア ド レ ス 指 定 し て
も （ も し く は ア ド レ ス 指 定 可 能 で あ っ て も ） よ く 、 ま た は ア ド レ ス 指 定 を 用 い な い そ の 他
の 手 段 に よ り 識 別 可 能 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 1つ の 局 面 に お い て 、 多 重 伝 送 式 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ は 、 表 面 と 少 な く と も 2つ の
管 腔 と を 有 す る 本 体 、 お よ び 、 少 な く と も 2つ の 導 体 で あ っ て 各 々 が 本 体 の 少 な く と も 一
部 に わ た っ て 個 別 の 管 腔 内 に 配 置 さ れ た 導 体 を 含 む 。 本 体 は 、 導 体 を 取 り 付 け る こ と 、 お
よ び 、 本 体 内 ま た は 本 体 表 面 上 の 複 数 の 位 置 に 分 布 し 個 別 に 識 別 可 能 な 少 な く と も 2つ の
エ フ ェ ク タ と 導 体 と を 電 気 的 に 接 続 す る こ と に 適 し て い る 。 各 導 体 は 、 本 体 の 任 意 の 部 分
に わ た っ て 、 ま た は 本 体 の 全 長 に わ た っ て 、 個 別 の 管 腔 内 に 配 置 し て も よ い 。 例 え ば 1つ
の 態 様 に お い て 、 各 導 体 は 、 本 体 の 少 な く と も 遠 位 部 分 に わ た っ て 個 別 の 管 腔 内 に 配 置 さ
れ る 。 「 個 別 の 管 腔 」 と は 、 分 離 し た あ ら ゆ る 通 路 を 意 味 す る 。 し た が っ て 個 別 の 管 腔 は
、 い く つ か の 態 様 に お い て は 個 別 に 押 し 出 し 成 形 さ れ た 管 腔 と し て 形 成 し て も よ く 、 別 の
態 様 に お い て は 1つ の 管 腔 な ど を 仕 切 っ た 各 部 分 を 含 む も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 キ ャ リ ヤ は 通 常 、 本 体 上 に 取 り 付 け ら れ 且 つ 導 体 に 接 続 さ れ た 複 数 の エ フ ェ ク タ を 含 む
。 エ フ ェ ク タ と 導 体 と の 接 続 は 任 意 の 好 適 な 手 段 に よ り 実 現 し て よ い 。 例 え ば 1つ の 態 様
に お い て 、 導 体 は 、 エ フ ェ ク タ と の 接 続 が 可 能 と な る よ う 、 そ の 長 さ の 少 な く と も 一 部 に
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わ た っ て 絶 縁 が 解 除 さ れ る 。 本 明 細 書 に お け る 「 エ フ ェ ク タ 」 と い う 用 語 は 、 概 し て 、 セ
ン サ 、 ア ク チ ュ エ ー タ 、 セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ 、 ま た は 機 能 を 実 行 す る た め キ ャ リ ヤ に
接 続 さ れ 得 る そ の 他 任 意 の 装 置 を 意 味 す る 。 例 え ば い く つ か の 態 様 に お い て 、 前 述 の 少 な
く と も 2つ の 識 別 可 能 な エ フ ェ ク タ は ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び プ ロ セ ッ サ （ デ ジ タ ル ま た
は ア ナ ロ グ ） を 含 み 、 プ ロ セ ッ サ は 従 来 の 多 重 伝 送 回 路 を 用 い て 他 の 全 て の エ フ ェ ク タ プ
ロ セ ッ サ か ら 識 別 お よ び 区 別 可 能 で あ る 。 エ フ ェ ク タ は デ ー タ の 収 集 を 目 的 と し た も の で
あ っ て も よ く 、 そ の デ ー タ と し て は 圧 力 デ ー タ 、 体 積 デ ー タ 、 寸 法 デ ー タ 、 温 度 デ ー タ 、
酸 素 も し く は 二 酸 化 炭 素 の 濃 度 デ ー タ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト デ ー タ 、 導 電 率 デ ー タ 、 電 位 デ ー
タ 、 pHデ ー タ 、 化 学 デ ー タ 、 血 流 量 デ ー タ 、 熱 伝 導 率 デ ー タ 、 光 学 特 性 デ ー タ 、 断 面 積 デ
ー タ 、 粘 稠 度 デ ー タ 、 放 射 デ ー タ な ど が あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 ま た は
、 エ フ ェ ク タ は 、 電 流 も し く は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 物 質 も し く は 領 域 の 加 熱 、 圧 力
変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 も し く は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー も し く は 超 音 波 エ ネ ル ギ ー の
放 出 、 放 射 線 の 照 射 な ど 、 作 動 も し く は 介 入 を 目 的 と し た も の で あ っ て も よ い 。 い く つ か
の 態 様 に お い て 、 セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ の 両 者 を キ ャ リ ヤ に 接 続 し て も よ い 。 1つ
の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も い く つ か は ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び 変 換 回
路 を 含 み 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら の 出 力 は 搬 送 周 波 数 を 用 い て エ ン コ ー ド さ れ て 導 体 の 1
つ に 同 報 通 信 さ れ 、 且 つ 、 各 エ フ ェ ク タ は 互 い に 異 な る 搬 送 周 波 数 を 使 用 す る 。 ま た は 、
1つ の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク タ の う ち 少 な く と も い く つ か は ト ラ ン ス デ ュ ー サ お よ び 変
換 回 路 を 含 ん で い て も よ く 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら の 出 力 は 指 定 さ れ た 時 間 イ ン タ ー バ ル
中 に 導 体 の 1つ に 同 報 通 信 さ れ 、 且 つ 、 各 エ フ ェ ク タ は 互 い に 異 な る 時 間 イ ン タ ー バ ル を
使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 1つ の 態 様 に お い て 、 キ ャ リ ヤ 本 体 は 、 エ フ ェ ク タ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 且 つ 各 々 が キ ャ
リ ヤ 本 体 の 管 腔 の 1つ の 少 な く と も 一 部 の 中 に 隔 離 さ れ て い る 3つ の 導 体 を 含 む 。 こ の 3つ
の 導 体 は 、 例 え ば 、 ア ー ス 用 導 体 、 パ ワ ー 用 導 体 、 お よ び デ ー タ 用 導 体 か ら な っ て い て も
よ い 。 後 に 詳 述 す る よ う に 、 こ の よ う な 3ワ イ ヤ シ ス テ ム は エ フ ェ ク タ を 外 部 パ ワ ー 源 に
接 続 す る の に 最 も 有 用 で あ り 、 且 つ 、 デ ー タ を 収 集 す る こ と お よ び ／ ま た は エ フ ェ ク タ 内
の ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 命 令 を 呈 示 す る こ と 、 な ら び に 外 部 コ ン ト ロ ー ラ で エ フ ェ ク タ を 適
切 に ア ド レ ス 指 定 す る こ と に も 最 も 有 用 で あ る 。 エ フ ェ ク タ は 任 意 の 好 適 な 手 段 に よ り 導
体 と 接 続 し て よ い が 、 1つ の 態 様 に お い て は 、 導 電 性 の ゲ ル 、 液 体 、 ペ ー ス ト 、 ス ラ リ ー
、 エ ポ キ シ 、 ま た は 共 晶 物 な ど の 導 電 性 材 料 を 介 し て 、 キ ャ リ ヤ 本 体 の 開 口 部 を 通 じ て キ
ャ リ ヤ 内 の ワ イ ヤ に 接 続 さ れ る 。 導 電 性 材 料 は キ ャ リ ヤ の 長 さ の 一 部 ま た は 全 部 に わ た っ
て い て も よ く 、 且 つ い く つ か の 態 様 に お い て は そ れ 自 体 導 体 と し て 機 能 し て も よ い 。 エ フ
ェ ク タ は ま た 、 キ ャ リ ヤ 本 体 の 外 面 上 ま た は 内 面 上 な ど 、 任 意 の 好 適 な 様 式 で キ ャ リ ヤ 本
体 に 取 り 付 け て よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 1つ の 好 ま し い 態 様 に お い て 、 本 体 は 、 血 管 ま た は そ の 他 体 内 の 管 腔 に 導 入 し 且 つ こ れ
に 通 す の に 適 し た 、 血 管 内 ま た は そ の 他 管 腔 内 用 の カ テ ー テ ル な ど の 細 長 部 分 を 含 む 。 こ
の よ う な 場 合 、 導 体 は 、 細 長 部 分 の 遠 位 端 ま た は そ の 付 近 の 遠 位 位 置 か ら 、 典 型 的 に カ テ
ー テ ル ま た は 細 長 部 分 の 近 位 側 ハ ブ 内 に 位 置 す る 近 位 側 接 続 部 ま で 、 軸 方 向 に わ た る 。 こ
の よ う な 場 合 、 複 数 の エ フ ェ ク タ は 軸 方 向 に 互 い に 離 し て 配 置 す る の が 典 型 的 で あ る が 、
特 定 の 状 況 下 に お い て は 円 周 方 向 に 互 い に 離 し て 配 置 し て も よ い 。 こ の よ う な カ テ ー テ ル
は 2～ 100個 の エ フ ェ ク タ を 有 し て い て も よ く 、 典 型 的 に は 4～ 40個 の エ フ ェ ク タ を 有 し 、
よ り 典 型 的 に は 4～ 12個 の エ フ ェ ク タ を 有 す る 。 他 の 好 ま し い 態 様 に お い て 、 本 体 は 、 脳
組 織 な ど の 組 織 上 に 配 置 す る の に 適 し た 平 面 を 有 す る 。 こ の よ う な 場 合 、 導 体 は 、 そ の 平
面 付 近 に 位 置 す る 1つ ま た は 複 数 の 他 の 表 面 上 に 配 置 さ れ る 。 平 面 は 任 意 の 数 の エ フ ェ ク
タ を 有 し て い て よ い が 、 い く つ か の 態 様 に お い て は 6～ 1000個 の エ フ ェ ク タ を 有 し 、 よ り
好 ま し く は 36～ 100個 の エ フ ェ ク タ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 局 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ で あ っ て 複 数 の ア ク チ ュ エ ー
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タ を 含 む 種 類 の キ ャ リ ヤ を 提 供 す る 。 改 良 は 、 医 療 用 キ ャ リ ヤ 内 の 少 な く と も 1つ の 共 通
導 体 に よ り 多 重 化 さ れ る 、 個 別 に ア ド レ ス 指 定 可 能 な ア ク チ ュ エ ー タ を 提 供 す る こ と を 含
む 。 例 え ば い く つ か の 態 様 に お い て 、 ア ク チ ュ エ ー タ の う ち 少 な く と も い く つ か は 電 気 エ
ネ ル ギ ー を 送 達 す る た め の 電 極 を 含 む 。 他 の 態 様 に お い て は 、 本 明 細 書 で 既 に 説 明 し た 他
の ア ク チ ュ エ ー タ な ど 、 そ の 他 任 意 の 好 適 な ア ク チ ュ エ ー タ を 使 用 し て よ い 。 本 発 明 の こ
の 局 面 に お け る そ の 他 の 具 体 的 な 特 長 は 、 本 発 明 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ の 最 初 の 説 明 に 関 連 し
て 既 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 別 の 局 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 改 良 さ れ た 医 療 用 キ ャ リ ヤ で あ っ て 複 数 の シ ス テ ム を 含
む 種 類 の キ ャ リ ヤ を 提 供 す る 。 改 良 は 、 少 な く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重 化 さ れ る 、
個 別 に 識 別 可 能 な シ ス テ ム で あ っ て 、 各 シ ス テ ム が 少 な く と も 1つ の セ ン サ 、 少 な く と も 1
つ の ア ク チ ュ エ ー タ 、 お よ び 電 子 回 路 を 含 む よ う な シ ス テ ム を 含 む 。 セ ン サ お よ び ア ク チ
ュ エ ー タ は 前 述 の 任 意 の セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て も よ く 、 ま た は 、 そ の 他 任
意 の 好 適 な セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 複 数 の シ
ス テ ム の う ち 少 な く と も 1つ は 、 電 位 を 測 定 す る た め の 電 極 セ ン サ お よ び 電 気 エ ネ ル ギ ー
を 送 達 す る た め の 電 極 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に お い て 、 シ ス テ ム は 、 個 別 に 識 別 可 能 な 複 数 の エ フ ェ ク タ が
そ の 表 面 上 に 分 布 し た 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ で あ っ て 、 エ フ ェ ク タ が 少 な く と も 1つ
の 共 通 導 体 に よ っ て 多 重 化 さ れ る よ う な 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 含 む 。 シ ス テ ム は さ ら に 、 共 通
導 体 を 介 し て エ フ ェ ク タ に 接 続 す る の に 適 し た 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ を 含 み 、 こ の 多 重 伝
送 コ ン ト ロ ー ラ は 、 典 型 的 に は 、 従 来 の 多 重 伝 送 シ ス テ ム 内 の 他 の 導 体 と と も に バ ス と し
て 構 成 さ れ る 。  多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ は 、 従 来 の 任 意 の 様 式 で 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー
ラ に 接 続 し て も よ い 。 例 え ば 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ が カ テ ー テ ル で あ る 場 合 は 、 従
来 の 「 結 線 」 式 の 構 成 に よ り カ テ ー テ ル 上 の ハ ブ ま た は ケ ー ブ ル を 取 り 外 し 可 能 な 状 態 で
多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 し て も よ い 。 ま た は 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ と ワ イ ヤ レ
ス 接 続 で き る よ う に 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ を 適 合 さ せ て も よ く 、 こ の 場 合 、 医 療 用 キ ャ リ
ヤ は そ の よ う な ワ イ ヤ レ ス 通 信 を 行 う た め の ト ラ ン シ ー バ を 含 む 。 ま た は 、 シ ス テ ム は 、
体 内 に 埋 植 さ れ た 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ と 接 続 し 且 つ 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ と ワ イ ヤ
レ ス 通 信 を 行 う 、 体 内 埋 植 可 能 な デ ー タ 収 集 ・ 伝 送 ユ ニ ッ ト を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 構 成 す る 方 法 で あ っ て 、 表 面 お よ び 少 な く と も 1つ
の 導 体 を 有 す る 本 体 を 提 供 す る 段 階 ； 個 別 に 識 別 可 能 な 少 な く と も 1つ の エ フ ェ ク タ を 表
面 上 に 選 択 的 に 取 り 付 け る 段 階 ； な ら び に 、 表 面 貫 通 を 介 し て そ の 少 な く と も 1つ の エ フ
ェ ク タ を そ の 少 な く と も 1つ の 導 体 に 電 気 的 に 接 続 す る 段 階 を 含 む 方 法 を 提 供 す る 。 典 型
的 に 、 エ フ ェ ク タ と 本 体 内 の 対 応 す る 導 体 と の 間 に は 2つ ま た は 3つ の 接 続 が 設 け ら れ る 。
選 択 的 に 取 り 付 け る 段 階 は 、 典 型 的 に 、 表 面 か ら 導 体 を 露 出 さ せ る 段 階 お よ び 各 エ フ ェ ク
タ か ら 各 導 体 ま で リ ー ド 線 を 電 気 的 に 接 続 す る 段 階 を 含 む 。 同 方 法 は 、 本 体 の 少 な く と も
一 部 お よ び エ フ ェ ク タ を 封 入 材 料 で 封 入 す る 段 階 を さ ら に 任 意 で 含 ん で い て も よ い 。 本 体
お よ び エ フ ェ ク タ の 具 体 的 な 局 面 は 本 明 細 書 で 既 に 詳 し く 説 明 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 の 局 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 種 類 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 構
成 す る た め の 改 良 さ れ た 方 法 を 提 供 す る 。 改 良 は 、 少 な く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重
化 さ れ る 、 個 別 に 識 別 可 能 な ア ク チ ュ エ ー タ を 提 供 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 別 の 局 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 複 数 の シ ス テ ム を 含 む 種 類 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 構
成 す る た め の 改 良 さ れ た 方 法 を 提 供 す る 。 改 良 は 、 少 な く と も 1つ の 共 通 導 体 に よ り 多 重
化 さ れ る 、 個 別 に 識 別 可 能 な シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 含 む 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、
各 シ ス テ ム は 、 少 な く と も 1つ の セ ン サ 、 少 な く と も 1つ の ア ク チ ュ エ ー タ 、 お よ び 電 子 回
路 を 含 む 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は さ ら に 、 患 者 か ら 医 療 デ ー タ を 収 集 す る た め の 方 法 を 提 供 す る 。 患 者 体 内 の 並
列 導 体 上 に 存 在 す る 多 重 伝 送 セ ン サ の ネ ッ ト ワ ー ク に 呼 掛 け 信 号 が 送 信 さ れ る 。 具 体 的 に
は 、 呼 掛 け 信 号 を 送 信 す る 段 階 は （ a） ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 一 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ
を ア ド レ ス 指 定 し て 第 一 の デ ー タ を 取 得 す る 段 階 、 お よ び （ b） ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 二 の
ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し て 第 二 の デ ー タ を 取 得 す る 段 階 を 含 む 。 こ の 方
法 に お い て 、 呼 掛 け 信 号 を 送 信 す る 段 階 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 三 、 第 四 、 第 五 の セ ン サ
、 さ ら に は そ れ 以 上 の セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し て 追 加 の デ ー タ セ ッ ト を 取 得 す る 段 階 を さ
ら に 含 ん で い て も よ い 。 通 常 、 こ の 方 法 は 、 多 重 伝 送 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 各 セ ン サ に
同 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て パ ワ ー を 供 給 す る 段 階 を さ ら に 含 む 。 ま た は 、 各 セ ン サ は 、 呼 掛
け 信 号 な し で デ ー タ を 伝 送 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 セ ン サ に 連 結 し た 処 理 回 路 に よ り デ ー
タ を エ ン コ ー ド し て も よ い 。 こ の エ ン コ ー ド 体 系 （ 例 え ば 周 波 数 も し く は デ ュ ー テ ィ サ イ
ク ル に よ る エ ン コ ー ド 、 ま た は デ ジ タ ル 式 の エ ン コ ー ド ） に よ り 、 上 述 の よ う に 伝 送 さ れ
た デ ー タ を 患 者 の 体 外 に 位 置 す る 処 理 回 路 で 抽 出 す る こ と が 可 能 と な る 。 収 集 す る デ ー タ
は 、 圧 力 デ ー タ 、 体 積 デ ー タ 、 寸 法 デ ー タ 、 温 度 デ ー タ 、 酸 素 も し く は 二 酸 化 炭 素 の 濃 度
デ ー タ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト デ ー タ 、 導 電 率 デ ー タ 、 電 位 デ ー タ 、 pHデ ー タ 、 化 学 デ ー タ 、 血
流 量 デ ー タ 、 熱 伝 導 率 デ ー タ 、 光 学 特 性 デ ー タ 、 断 面 積 デ ー タ 、 粘 稠 度 デ ー タ 、 放 射 デ ー
タ な ど の う ち 任 意 の デ ー タ を 含 ん で い て も よ い 。 本 発 明 の 典 型 的 な 方 法 は 、 血 管 内 お よ び
／ ま た は 心 腔 内 に セ ン サ が 分 布 し 且 つ カ テ ー テ ル が 存 在 す る 状 態 で 実 施 さ れ る 。 本 発 明 の
他 の 方 法 は 、 セ ン サ が 平 面 上 に 分 布 し 且 つ こ の 平 面 が 脳 組 織 上 ま た は そ の 近 傍 に 存 在 す る
状 態 で 実 施 さ れ る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 方 法 は 、 尿 路 、 生 殖 器 系 の 経 路 、 内 視 鏡 手 術 部 位
、 腹 腔 、 胃 腸 管 、 ま た は 関 節 腔 の 中 に セ ン サ が 分 布 し 且 つ カ テ ー テ ル が 存 在 す る 状 態 で 実
施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 局 面 に お い て 、 患 者 か ら 医 療 デ ー タ を 収 集 す る 方 法 は 、 検 出 さ れ た
デ ー タ が 作 動 し た 各 セ ン サ か ら 伝 送 さ れ る よ う に 、 患 者 体 内 の 並 列 導 体 上 に 存 在 す る 多 重
伝 送 セ ン サ の ネ ッ ト ワ ー ク を 作 動 さ せ る 段 階 を 含 む 。 伝 送 さ れ た デ ー タ は 、 受 け 取 ら れ 、
各 々 が 1つ の セ ン サ か ら の デ ー タ を 含 む 複 数 の デ ー タ ス ト リ ー ム に 分 割 さ れ る 。 1つ の 態 様
に お い て 、 作 動 し た 各 セ ン サ は 互 い に 異 な る 搬 送 周 波 数 で デ ー タ を 伝 送 す る 。 ま た は 、 セ
ン サ は 、 互 い に 異 な る 時 間 イ ン タ ー バ ル な ど で デ ー タ を 伝 送 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 局 面 は 、 エ ネ ル ギ ー ま た は 1つ も し く は 複 数 の 物 質 を 患 者 に 送 達 す る 方 法
で あ る 。 同 方 法 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 少 な く と も 第 一 の ア ド レ ス 指 定 可
能 ア ク チ ュ エ ー タ を ア ド レ ス 指 定 す る こ と に よ り 第 一 の ア ク チ ュ エ ー タ で エ ネ ル ギ ー ま た
は 物 質 を 送 達 す る 段 階 を 含 む 。 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 第 二 の ア ド レ ス 指 定 可 能 ア ク
チ ュ エ ー タ が ア ド レ ス 指 定 さ れ 、 こ れ に よ り 第 二 の ア ク チ ュ エ ー タ で エ ネ ル ギ ー ま た は 物
質 が 送 達 さ れ る 。 任 意 で 、 第 三 、 第 四 、 ま た は 任 意 の 数 の 追 加 の ア ク チ ュ エ ー タ を 同 様 に
ア ド レ ス 指 定 し て も よ い 。 既 に 詳 述 し た よ う に 任 意 の 好 適 な 機 能 を ア ク チ ュ エ ー タ に よ り
実 施 し て よ く 、 且 つ 、 ア ク チ ュ エ ー タ は 患 者 体 内 の 任 意 の 好 適 な 位 置 に 存 在 し て よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 に 、 こ れ ら お よ び そ の 他 の 態 様 を よ り 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
発 明 の 詳 細 な 説 明
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 種 々 の 診 断 手 順 お よ び ／ ま た は 治 療 手 順 を 実 施 す る た め の 多 重 伝 送
式 エ フ ェ ク タ を 有 す る 医 療 装 置 を 提 供 す る 。 本 発 明 は ま た 、 そ の よ う な 装 置 の 作 製 方 法 お
よ び 使 用 方 法 も 提 供 す る 。 前 述 の よ う に 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 上 の 「 エ フ ェ ク タ 」
は 、 セ ン サ 、 ア ク チ ュ エ ー タ 、 セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ 、 ま た は そ の 他 任 意 の 好 適 な 装 置
を 含 ん で い て よ く 、 且 つ 、 キ ャ リ ヤ は い ず れ も 1つ も し く は 複 数 の セ ン サ 、 ア ク チ ュ エ ー
タ 、 ま た は 両 者 の 組 合 せ を 含 ん で い て よ い 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ
ヤ は 、 そ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 1つ ま た は 複 数 の エ フ ェ ク タ が 配 置 さ れ た 細 長 の カ テ ー テ ル
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と し て 構 成 さ れ る 。 別 の 態 様 に お い て 、 キ ャ リ ヤ は 、 そ の 表 面 上 に エ フ ェ ク タ が 配 置 さ れ
た 平 面 と し て 構 成 さ れ る 。 各 エ フ ェ ク タ は 個 別 に 識 別 可 能 で あ り 、 1つ の キ ャ リ ヤ 上 の 全
て の エ フ ェ ク タ は 、 キ ャ リ ヤ の 本 体 上 に ま た は よ り 典 型 的 に は キ ャ リ ヤ の 本 体 内 に 配 置 さ
れ た 少 な く と も 2つ の 導 体 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 エ フ ェ ク タ は キ ャ リ ヤ の 表 面 上 に 取 り 付 け て も よ く 、 ま た は キ ャ リ ヤ の 本 体 の 内 部 に 配
置 し て も よ い 。 種 々 の 態 様 に お い て 、 そ の よ う な 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ は 種 々 の デ ー
タ の う ち 任 意 の デ ー タ を 検 出 す る の に 用 い て も よ く 、 そ の よ う な デ ー タ と し て は 圧 力 デ ー
タ 、 体 積 デ ー タ 、 寸 法 デ ー タ 、 温 度 デ ー タ 、 酸 素 も し く は 二 酸 化 炭 素 の 濃 度 デ ー タ 、 タ 、
ヘ マ ト ク リ ッ ト デ ー タ 、 導 電 率 デ ー タ 、 電 位 デ ー タ 、 pHデ ー タ 、 化 学 デ ー タ 、 血 流 量 デ ー
タ 、 熱 伝 導 率 デ ー タ 、 光 学 特 性 デ ー タ 、 断 面 積 デ ー タ 、 粘 稠 度 デ ー タ 、 放 射 デ ー タ な ど が
あ る 。 ま た は 、 エ フ ェ ク タ は 、 電 流 も し く は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 物 質 も し く は 領 域
の 加 熱 、 圧 力 変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 も し く は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー も し く は 超 音 波
エ ネ ル ギ ー の 放 出 、 放 射 線 の 照 射 な ど 、 作 動 も し く は 介 入 を 目 的 と し た も の で あ っ て も よ
い 。 キ ャ リ ヤ は ま た 体 内 の 種 々 の 位 置 で 使 用 し て よ く 、 そ の よ う な 位 置 と し て は 例 え ば 、
1つ ま た は 複 数 の 心 腔 内 、 動 脈 系 内 ま た は 静 脈 系 内 、 脳 組 織 内 ま た は 脳 組 織 上 、 尿 路 内 、
胃 腸 管 内 、 生 殖 器 系 の 経 路 内 、 腹 腔 内 、 関 節 腔 内 な ど が あ る 。 本 発 明 は ま た 、 多 重 伝 送 式
医 療 用 キ ャ リ ヤ を 用 い て 1つ ま た は 複 数 の 患 者 パ ラ メ ー タ を モ ニ タ リ ン グ す る 方 法 お よ び
そ の よ う な キ ャ リ ヤ の 作 製 方 法 も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 1に お い て 、 本 発 明 の 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100は 、 本 体 102； 本 体 102内 に 配 置 さ
れ た 複 数 の 導 体 104； な ら び に 、 個 別 に 識 別 可 能 な 複 数 の エ フ ェ ク タ で あ っ て 本 体 102の 内
部 、 本 体 102の 管 腔 112の 内 部 、 お よ び ／ ま た は 本 体 102の 外 面 上 に 分 布 し て 配 置 さ れ て も
よ い エ フ ェ ク タ 106 a～ eを 好 適 に 含 む 。 任 意 の 態 様 に お い て 、 本 体 102の サ イ ズ も し く は
構 成 、 導 体 104の 数 お よ び 種 類 、 な ら び に ／ ま た は エ フ ェ ク タ 106 a～ eの 数 お よ び 種 類 な
ど に 対 し て 多 数 の 変 更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 図 1に 示 し 且 つ 以 下 に よ り
詳 し く 説 明 す る 態 様 は 1つ の 代 表 的 な 態 様 に す ぎ ず 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 規 定 さ れ る
本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の と 解 釈 さ れ る べ き で な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100の 本 体 102は 、 任 意 の 好 適 な 形 状 、 サ イ ズ 、 構 成 、 お よ び
寸 法 な ど で あ っ て よ い 。 図 1の よ う に 、 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 体 102は 、 近 位 端 108
と 遠 位 端 110と を 有 し 且 つ 中 心 部 管 腔 112を 規 定 す る 細 長 カ テ ー テ ル 部 分 を 含 む 。 い く つ か
の 態 様 に お い て 本 体 102は 、 中 心 部 管 腔 112に 加 え て 、 本 体 内 を 長 さ 方 向 に 走 行 す る 1つ ま
た は 複 数 の 壁 内 管 腔 （ 図 に は 示 し て い な い ） を 有 す る 。 壁 内 管 腔 は 、 1つ も し く は 複 数 の
導 体 104； ゲ ル 、 液 体 、 ペ ー ス ト 、 ス ラ リ ー 、 エ ポ キ シ 、 も し く は 共 晶 物 な ど の 導 電 性 材
料 ； お よ び ／ ま た は 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100の そ の 他 の 構 成 部 品 を 中 に 収 容 し て も よ い 。
（ 「 本 体 102の 内 部 」 と い う 句 は 、 概 し て 、 本 体 102の 壁 面 の 内 部 を 意 味 す る 。 本 体 102に
よ り 形 成 さ れ る 中 心 部 管 腔 112の 中 の 位 置 は 「 中 心 部 管 腔 112の 中 」 と 表 現 す る 。 ） 他 の 態
様 に お い て は 、 後 に 図 1Aを 参 照 し な が ら よ り 詳 し く 説 明 す る よ う に 、 本 体 は 平 面 を 有 し て
い て も よ く 、 こ の 場 合 、 そ の 平 面 上 に エ フ ェ ク タ が 配 置 さ れ 且 つ 隣 接 す る 平 面 上 に 導 体 が
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 多 く の 態 様 に お い て 、 本 体 102は 、 標 的 と す る 体 内 管 腔 ま た は そ の 他 の 体 内 構 造 （ 血 管
系 も し く は 心 臓 な ど ） へ の 管 腔 内 導 入 に 適 し た カ テ ー テ ル 部 分 を 含 ん で い て も よ い 。 本 体
102の 寸 法 、 材 料 、 お よ び そ の 他 の 物 理 特 性 は 、 ア ク セ ス お よ び モ ニ タ リ ン グ の 対 象 と す
る 体 内 構 造 に 応 じ て 大 幅 に 異 な り 得 る 。 例 え ば 、 本 体 102の 1つ ま た は 複 数 の 部 分 が 可 撓 性
で あ っ て も よ く 、 他 の 1つ ま た は 複 数 の 部 分 が 比 較 的 剛 性 で あ っ て も よ い 。 種 々 の 態 様 に
お い て 、 本 体 102は 、 オ ー バ ー ザ ワ イ ヤ 式 ま た は ラ ピ ッ ド エ ク ス チ ェ ン ジ 式 の 導 入 用 に 構
成 し た ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 を 含 ん で い て も よ い 。 血 管 内 へ の 導 入 を 意 図 し た カ テ ー テ ル 部 分
は 、 長 さ が 50～ 200 cm、 外 径 が 1～ 12フ レ ン チ （ 0.33 mm＝ 1フ レ ン チ ） で あ っ て も よ い 。
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本 体 102は 、 典 型 的 に 、 従 来 の 押 出 技 術 で 作 ら れ た 有 機 ポ リ マ ー を 材 料 と す る 。 好 適 な ポ
リ マ ー と し て は 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ
チ レ ン （ PTFE） 、 シ リ コ ー ン ポ リ マ ー 、 天 然 ゴ ム 、 ポ リ ア ミ ド （ ナ イ ロ ン ） な ど が あ る 。
カ テ ー テ ル 部 分 の 回 転 強 度 、 コ ラ ム 強 度 、 靭 性 、 お よ び 押 し 進 め や す さ な ど を 向 上 さ せ る
た め 、 任 意 で 、 組 紐 、 ヘ リ カ ル ワ イ ヤ 、 コ イ ル 、 ま た は 軸 糸 な ど に よ り カ テ ー テ ル 部 分 を
補 強 し て も よ い 。 好 適 な カ テ ー テ ル 部 分 は 押 出 に よ り 形 成 し て も よ く 、 所 望 さ れ る 場 合 は
1つ ま た は 複 数 の チ ャ ネ ル を 設 け て も よ い 。 カ テ ー テ ル の 直 径 は 従 来 技 術 を 用 い て 熱 膨 張
お よ び 熱 収 縮 に よ り 修 正 で き る 。 こ の よ う に し て 、 血 管 系 、 心 臓 、 ま た は そ の 他 所 望 さ れ
る 任 意 の 部 位 へ と 従 来 技 術 に よ り 導 入 す る の に 好 適 な カ テ ー テ ル が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 体 102が 血 管 内 カ テ ー テ ル ま た は そ の 他 の 管 腔 内 カ テ ー テ ル な ど の 細 長 部 分 を 含 む 態
様 に お い て 、 導 体 104は 、 細 長 部 分 の 遠 位 端 ま た は そ の 付 近 の 遠 位 位 置 か ら 、 典 型 的 に カ
テ ー テ ル ま た は 細 長 部 分 102の 近 位 側 ハ ブ 内 に 位 置 す る 近 位 側 接 続 部 ま で 、 軸 方 向 に わ た
る 。 こ の よ う な 場 合 、 エ フ ェ ク タ 106は 軸 方 向 に 互 い に 離 し て 配 置 す る の が 典 型 的 で あ る
が 、 特 定 の 状 況 下 に お い て は 円 周 方 向 に 互 い に 離 し て 配 置 し て も よ い 。 こ の よ う な カ テ ー
テ ル は 、 2～ 100個 の エ フ ェ ク タ 106な ど 任 意 の 適 切 な 数 の エ フ ェ ク タ を 有 し て い て よ く 、
典 型 的 に は 4～ 40個 の エ フ ェ ク タ 106を 有 し 、 よ り 典 型 的 に は 4～ 12個 の エ フ ェ ク タ 106を 有
す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 導 体 104は 、 普 通 、 本 体 102の 長 さ の 全 部 ま た は 一 部 に 沿 っ て 軸 方 向 に 走 行 す る 導 体 を 含
む 。 導 体 104は 、 細 く 長 い ワ イ ヤ 、 ま た は 本 体 102の 内 部 も し く は 表 面 上 に 配 置 さ れ た 導 電
性 の シ ー ス も し く は メ ッ シ ュ な ど を 含 ん で い て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て は 、 導 体 104が
1つ の み 使 用 さ れ 、 中 心 部 管 腔 112ま た は 壁 内 管 腔 の 中 の 導 電 性 の 液 体 ま た は ゲ ル が ア ー ス
と し て 機 能 す る 。 し か し 、 よ り 一 般 的 に は 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100は 導 体 104を 2
つ 有 し 、 ま た は よ り 好 ま し く は 3つ 有 す る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 各 導 体 104は そ の 長
さ の 少 な く と も 一 部 が 絶 縁 さ れ る 。 例 え ば 1つ の 態 様 に お い て 、 本 体 102は 3つ 以 上 の 壁 内
管 腔 を 有 し て い て も よ く 、 導 体 104は そ れ ぞ れ 別 の 壁 内 管 腔 内 に 収 容 さ れ て も よ い 。 さ ら
に 、 各 導 体 104は 、 典 型 的 に 、 固 有 の 機 能 を 行 う 。 例 え ば 導 体 104を 3つ 含 む 態 様 に お い て
、 導 体 104の 1つ は ア ー ス 用 導 体 を 含 み 、 1つ は パ ワ ー 用 導 体 を 含 み 、 1つ は デ ー タ 用 導 体 を
含 む 。 ア ー ス 用 導 体 は 一 般 的 に 、 電 流 を 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100の 近 位 端 108に 返 す た め の
従 来 式 の 電 気 ア ー ス 機 構 と し て 機 能 す る 。 パ ワ ー 用 導 体 は 1つ ま た は 複 数 の エ フ ェ ク タ 106
 a～ eに エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る 。 デ ー タ 用 導 体 は 、 1つ ま た は 複 数 の エ フ ェ ク タ 106 a～ eへ
と 、 お よ び ／ ま た は 1つ ま た は 複 数 の エ フ ェ ク タ 106 a～ eか ら 、 デ ー タ を 伝 送 し て も よ い
。 前 述 し た よ う に 、 導 体 104を 3つ 使 用 す る の は 代 表 的 な 態 様 と し て 説 明 さ れ て い る に す ぎ
な い 。 他 の 種 々 の 態 様 に お い て 、 導 体 104が 1つ 、 2つ 、 ま た は 4つ 以 上 含 ま れ て い て も よ い
。 例 え ば ワ イ ヤ レ ス の RF通 信 が 用 い ら れ る 場 合 な ど 、 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 導 体 10
4が 1つ も 含 ま れ な い 場 合 も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 任 意 の 態 様 に お い て 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100は 、 1つ 、 2つ 、 5つ （ 図 1の 場 合 ）
、 ま た は そ の 他 任 意 の 好 適 な 数 の エ フ ェ ク タ 106 a～ eを 含 ん で い て も よ い 。 エ フ ェ ク タ 10
6 a～ eの 詳 細 は 後 述 す る が 、 任 意 の 好 適 な サ イ ズ お よ び 構 成 で あ っ て よ く 、 且 つ 、 そ の 配
置 は キ ャ リ ヤ 本 体 102の 内 部 （ エ フ ェ ク タ 106c） 、 本 体 102の 内 面 上 （ エ フ ェ ク タ 106d） 、
お よ び ／ ま た は 本 体 102の 外 面 上 （ エ フ ェ ク タ 106a、 b、 お よ び c） で あ っ て も よ い 。 さ ら
に 、 エ フ ェ ク タ 106 a～ eは 、 本 体 102の 長 軸 方 向 の 長 さ に 対 し て 任 意 の 好 適 な 位 置 に 配 置
し て よ い 。 例 え ば 、 隣 接 す る 2つ の 心 腔 に お い て 1つ ま た は 複 数 の パ ラ メ ー タ を 同 時 に 測 定
で き る よ う に 、 キ ャ リ ヤ 100の 長 さ に 沿 っ て エ フ ェ ク タ 106を 配 置 す る こ と が 有 利 で あ る 可
能 性 も あ る 。 エ フ ェ ク タ 106の 数 、 種 類 、 サ イ ズ 、 お よ び 配 置 の 任 意 の 好 適 な 組 合 せ は す
べ て 本 発 明 の 範 囲 内 に 入 る も の と 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 導 体 106 a～ eの 各 々 は リ ー ド 線 214を 介 し て 各 導 体 104に 接 続 さ れ る 。 図 1の カ テ ー テ ル
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な ど 本 発 明 の 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100は 、 個 別 に 識 別 可 能 な 複 数 の エ フ ェ ク タ 106 a～ eが 導 体 1
04の 単 一 の セ ッ ト （ ま た は ネ ッ ト ワ ー ク ） に 接 続 さ れ る こ と か ら 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ と
い う 。 例 え ば 1つ の 態 様 に お い て は 、 す べ て の エ フ ェ ク タ 106が 、 共 通 の ア ー ス 用 導 体 、 共
通 の デ ー タ 用 導 体 、 お よ び 共 通 の パ ワ ー 用 導 体 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 多 重 伝 送 は 、 各
エ フ ェ ク タ 106に つ い て 導 体 104の セ ッ ト を 個 別 に 設 け る 必 要 が な い た め 、 1つ の キ ャ リ ヤ 1
00で 複 数 の エ フ ェ ク タ 106を 使 用 す る の に 便 利 で あ る 。 一 方 、 従 来 利 用 可 能 な 装 置 の よ う
に 各 エ フ ェ ク タ 106に つ い て 導 体 の セ ッ ト を 個 別 に 使 用 す る と 、 カ テ ー テ ル の サ イ ズ お よ
び 操 作 性 に よ る 制 限 が あ る た め 、 使 用 で き る エ フ ェ ク タ 106の 数 が 限 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 1Aは 、 平 面 152を 含 む 本 体 と 平 面 152上 に 配 置 さ れ た 複 数 の エ フ ェ ク タ 154と を 好 適 に
有 す る 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 150の 別 の 態 様 で あ る 。 任 意 の 好 適 な サ イ ズ お よ び 構
成 の 平 面 を 使 用 し て よ く 、 且 つ 、 任 意 の 数 の エ フ ェ ク タ を 使 用 し て よ い 。 い く つ か の 態 様
に お い て は 4～ 1000個 の エ フ ェ ク タ を 使 用 し て も よ く 、 好 ま し く は 36～ 100個 の エ フ ェ ク タ
を 使 用 す る 。 キ ャ リ ヤ 150は さ ら に 1つ ま た は 複 数 の 導 体 158を 有 し て い て も よ く 、 導 体 158
は 、 本 体 と 同 様 に 、 平 面 152に 隣 接 し て ま た は そ の 近 傍 に 配 置 さ れ た 平 面 を 含 ん で い て も
よ い 。 各 エ フ ェ ク タ 154か ら は 、 各 導 体 158と 電 子 的 に 接 続 す る た め 、 1つ ま た は 複 数 の リ
ー ド 線 156が 伸 び て い て も よ い 。 こ の 様 式 に よ り 、 平 ら な 導 体 158の 各 々 は 、 平 面 152上 の
ア ド レ ス 指 定 可 能 な エ フ ェ ク タ 154の す べ て と 通 信 す る こ と が で き る 。 キ ャ リ ヤ 150を こ の
よ う に 平 ら な 構 成 に す る こ と に よ っ て 、 身 体 組 織 上 へ の 配 置 な ど 任 意 の 好 適 な 目 的 を 実 現
し て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 キ ャ リ ヤ 150は 脳 組 織 上 に 配 置 で き る よ う に 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 図 2を 参 照 す る 。 エ フ ェ ク タ 106の 1つ の 態 様 は 、 1つ ま た は 複 数 の ア ー ム 214 a～ cを
含 む か ま た は こ れ に 連 結 さ れ 且 つ 典 型 的 に は シ リ コ ン チ ッ プ で あ る チ ッ プ 202を 好 適 に 有
す る 。 後 に 詳 述 す る よ う に 、 ア ー ム 214 a～ cは 一 般 的 に 、 エ フ ェ ク タ 106と 導 体 104と を 電
気 的 に 接 続 す る た め 、 電 極 を 収 容 す る の に 適 し た 任 意 の 構 造 を 有 す る 。 チ ッ プ 202は 典 型
的 に ト ラ ン ス デ ュ ー サ 206を 含 み 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 206は 、 血 管 構 造 、 心 臓 、 も し く は そ
の 他 の 体 内 構 造 の 中 で パ ラ メ ー タ を 検 出 す る た め の セ ン サ 、 ま た は 、 体 内 構 造 の 中 で 圧 力
変 化 、 温 度 変 化 、 も し く は そ の 他 任 意 の 適 切 な 作 用 を 行 う た め の ア ク チ ュ エ ー タ を 有 し て
い て も よ い 。 セ ン サ は 任 意 の 好 適 な セ ン サ を 含 ん で い て も よ く 、 そ の よ う な セ ン サ と し て
は 例 え ば 、 圧 力 セ ン サ 、 体 積 セ ン サ 、 寸 法 セ ン サ 、 温 度 セ ン サ ま た は 熱 セ ン サ 、 酸 素 セ ン
サ ま た は 二 酸 化 炭 素 セ ン サ 、 導 電 率 セ ン サ 、 電 位 セ ン サ 、 pHセ ン サ 、 化 学 セ ン サ 、 流 量 セ
ン サ 、 光 学 セ ン サ 、 音 響 セ ン サ 、 ヘ マ ト ク リ ッ ト セ ン サ 、 粘 稠 度 セ ン サ な ど が あ る 。 ア ク
チ ュ エ ー タ は 任 意 の 好 適 な 機 能 を 実 施 し て よ く 、 そ の よ う な 機 能 と し て は 例 え ば 、 電 流 も
し く は 電 圧 の 印 加 、 電 位 の 設 定 、 生 体 電 位 の 生 成 、 心 臓 の ペ ー シ ン グ 、 物 質 も し く は 領 域
の 加 熱 、 圧 力 変 化 の 誘 導 、 物 質 の 放 出 も し く は 捕 捉 、 発 光 、 音 エ ネ ル ギ ー も し く は 超 音 波
エ ネ ル ギ ー の 放 出 、 放 射 線 の 照 射 な ど が あ る 。 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 206は 、 い く つ か の 態 様
に お い て は チ ッ プ 202の 境 界 よ り 外 ま で 突 出 し て い て も よ く 、 他 の 態 様 に お い て は チ ッ プ 2
02の 中 に 完 全 に 入 っ て い て も よ い 。 チ ッ プ は ま た 、 典 型 的 に 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 206が 検
出 し た パ ラ メ ー タ を 測 定 す る た め の 回 路 204も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 パ ラ メ ー タ が ト ラ ン ス デ ュ ー サ 206に よ り 検 出 さ れ 回 路 204に よ り 処 理 さ れ る と 、 回 路 か
ら 出 力 さ れ た ア ナ ロ グ デ ー タ が チ ッ プ 202内 の プ ロ セ ッ サ に 転 送 さ れ る 。 一 般 的 に 、 プ ロ
セ ッ サ は 任 意 の 好 適 な 回 路 ま た は ナ ノ テ ク ノ ロ ジ ー 機 器 な ど を 含 ん で い て も よ い 。 い く つ
か の 態 様 に お い て 、 プ ロ セ ッ サ は 、 回 路 204か ら 出 力 さ れ た デ ー タ を デ ジ タ ル デ ー タ に 変
換 す る た め の ア ナ ロ グ ‐ デ ジ タ ル （ AD） 変 換 器 210、 プ ロ セ ッ サ を ア ド レ ス 指 定 す る た め
の 保 存 ア ド レ ス 情 報 208、 な ら び に 、 AD変 換 器 210か ら 出 力 さ れ た デ ー タ お よ び ／ ま た は デ
ー タ 用 導 体 214bか ら 提 供 さ れ た デ ー タ の 受 け 取 り お よ び 処 理 を 行 う た め の マ イ ク ロ プ ロ セ
ッ サ 212を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 い く つ か の 態 様 で は 、 ア ド レ ス 指 定 シ ス テ ム を 使 用 し な い 。 代 わ り に 、 各 エ フ ェ ク タ が
、 既 定 の イ ン タ ー バ ル 中 に ま た は 割 り 当 て ら れ た 周 波 数 を 用 い て デ ー タ を 同 報 通 信 す る 。
例 え ば 1つ の 態 様 は 、 差 圧 信 号 を 種 々 の デ ュ ー テ ィ サ イ ク ル の 振 動 に 変 換 す る 電 圧 制 御 デ
ュ ー テ ィ サ イ ク ル 発 振 器 を 含 む 回 路 を 有 す る 。 そ の よ う な 回 路 は 、 例 え ば 、 本 願 と 同 時 に
提 出 さ れ 且 つ 既 に 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み 入 れ ら れ て い る 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/_______
号 （ 代 理 人 整 理 番 号 21308-000200US） に 説 明 さ れ て い る 。 そ の よ う な 回 路 の 出 力 は 一 連 の
パ ル ス を 生 成 し 、 こ の パ ル ス の 「 オ ン 」 状 態 の 時 間 と 「 オ フ 」 状 態 の 時 間 と の 比 が 圧 力 の
絶 対 値 に 比 例 す る 。 一 般 的 に 、 オ ン 状 態 お よ び オ フ 状 態 は 2つ の 異 な る 電 圧 レ ベ ル を 表 し
、 オ フ 状 態 は 必 ず し も ゼ ロ （ 0） ボ ル ト で な く て も よ い 。 事 実 、 正 の 電 圧 （ 3 Vな ど ） を オ
フ 状 態 と し 、 よ り 高 い 電 圧 （ 5 Vな ど ） を オ ン 状 態 と す る こ と が 好 ま し い 場 合 も 考 え ら れ
る 。 任 意 の 電 圧 の 組 合 せ を 使 用 し て よ い 。 こ の 一 連 の パ ル ス は 、 電 圧 制 御 発 振 器 の 搬 送 周
波 数 に 対 す る 包 絡 線 と な る 。 複 数 の セ ン サ の 各 々 は 、 互 い に 異 な る 搬 送 周 波 数 で 同 報 通 信
を 行 っ て も よ い 。 外 部 モ ニ タ は 、 カ テ ー テ ル の 出 力 ラ イ ン と 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 電 子
フ ィ ル タ を 有 し て い て も よ く 、 各 フ ィ ル タ は 搬 送 周 波 数 の 1つ に チ ュ ー ニ ン グ さ れ る 。 各
フ ィ ル タ の 出 力 は 、 例 え ば 、 デ ュ ー テ ィ サ イ ク ル （ オ ン 時 間 と オ フ 時 間 と の 比 ） が そ の セ
ン サ で 測 定 さ れ た 圧 力 に 比 例 す る よ う な 一 連 の 矩 形 パ ル ス を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 回 路 、 セ ン サ 、 処 理 機 器 、 ま た は チ ッ プ 202の そ の 他 好 適 な 構 成 部 品 は 、 ト ラ ン ジ ス タ
お よ び 微 小 電 子 機 械 シ ス テ ム （ MEMS） 装 置 の 製 造 に 用 い ら れ る も の と 同 様 の リ ソ グ ラ フ 加
工 を 用 い て 作 製 し て も よ い 。 例 え ば シ リ コ ン チ ッ プ を 使 用 す る 場 合 は 、 ポ リ イ ミ ド の 薄 膜
コ ー テ ィ ン グ を ウ ェ ー ハ 上 に 施 し 、 パ タ ー ン を 作 成 し て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て は 、
次 に 、 硬 化 し た ポ リ イ ミ ド 上 に 、 ク ロ ム の 薄 層 お よ び そ れ よ り 厚 い 金 の 層 で 作 製 し た 金 属
線 を 形 成 し て も よ い 。 次 に 、 第 二 の ポ リ イ ミ ド 層 を ウ ェ ー ハ 上 に 施 し 、 パ タ ー ン を 作 成 す
る 。 分 離 処 理 中 に 、 チ ッ プ 202は ポ リ イ ミ ド に つ い た ま ま 残 り 、 ポ リ イ ミ ド の 下 お よ び 2つ
以 上 の 可 撓 性 「 フ ラ ッ プ 」 か ら ケ イ 素 が 除 去 さ れ る 。 可 撓 性 フ ラ ッ プ は 、 導 体 104と 接 触
す る た め の 電 極 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ア ー ム 214 a～ cは 、 電 極 ま た は リ ー ド 線 （ 図 に は 示 し て い な い ） を 収 容 す る た め の 任 意
の 好 適 な 手 段 を 含 ん で い て よ い 。 事 実 、 い く つ か の 態 様 に お い て ア ー ム 214 a～ cは 、 ワ イ
ヤ ま た は そ の 他 の 導 電 性 材 料 を 介 し て チ ッ プ 202に 接 続 さ れ た 電 極 を 単 純 に 含 ん で い て も
よ い 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 ア ー ム 214 a～ cは 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100の 本 体 102の
表 面 に ぴ っ た り 合 わ せ る こ と が で き る よ う 、 可 撓 性 を 有 し て い て も よ い 。 一 般 的 に 、 任 意
の 好 適 な ア ー ム を 使 用 し て よ い 。 同 様 に 、 チ ッ プ 202と 接 続 す る た め の 電 極 の 数 に 応 じ て
、 任 意 の 数 の ア ー ム 214 a～ cを 使 用 し て よ い 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク タ 106
は 3つ の ア ー ム 214 a～ cを 含 み 、 各 ア ー ム は 絶 縁 さ れ た 各 導 体 104に 対 応 す る 1つ の 電 極 を
収 容 す る 。 1つ の ア ー ム は 、 パ ワ ー 用 導 体 104か ら 回 路 204へ と エ ネ ル ギ ー を 伝 送 す る た め
の パ ワ ー 伝 送 用 リ ー ド 線 214aを 含 ん で い て も よ い 。 第 二 の ア ー ム は 、 デ ー タ 用 導 体 104と
マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 212と の 間 で デ ー タ を 伝 送 す る た め の デ ー タ 用 リ ー ド 線 214bを 含 ん で
い て も よ い 。 第 三 の ア ー ム は 、 回 路 204を ア ー ス 用 導 体 104に 接 続 す る た め の ア ー ス 用 リ ー
ド 線 214cを 含 ん で い て も よ い 。 他 の 態 様 に お い て 、 チ ッ プ 202を 1つ ま た は 複 数 の 導 体 104
に 接 続 す る た め 、 2つ 以 下 ま た は 4つ 以 上 の ア ー ム 214を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 3Aに エ フ ェ ク タ 106の 1つ の 態 様 を 示 す 。 こ の 場 合 も 、 エ フ ェ ク タ 106は 、 典 型 的 に 、 1
つ ま た は 複 数 で あ り 通 常 は 3つ で あ る 可 撓 性 の ア ー ム 214 a～ cに 接 続 さ れ た チ ッ プ 202を 含
む 。 1つ の 態 様 に お い て 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 、 血 管 内 ま た は 心 腔 内 の 圧 力 な ど 体 内 構 造
内 の 圧 力 を 検 出 す る た め チ ッ プ 202に 埋 め 込 ま れ た 圧 力 セ ン サ 302を 含 む 。 1つ の 態 様 に お
い て 、 各 ア ー ム 214は 、 薄 膜 ワ イ ヤ 312を 介 し て チ ッ プ 202に 接 続 さ れ た 電 極 314を 含 む 。 ま
た は 、 他 の 態 様 は 、 チ ッ プ 202と 接 続 す る た め の 他 の 手 段 を 有 す る 電 極 314を も つ ア ー ム を
含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 別 の 態 様 お よ び 図 3Bに お い て 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 、 血 液 の 導 電 率 を 検 出 す る た め の 導
電 率 セ ン サ 304を 含 ん で い て も よ い 。 導 電 率 セ ン サ は 、 血 管 内 、 心 腔 内 、 ま た は 血 液 を 含
む そ の 他 任 意 の 体 腔 内 に お い て 血 液 と 接 触 す る た め 、 チ ッ プ 202よ り 外 に 突 出 す る 。 4つ の
薄 膜 電 極 306は 、 血 液 の 導 電 率 を 検 出 し 、 且 つ 、 4つ の 可 撓 性 薄 膜 ワ イ ヤ 308を 介 し て チ ッ
プ 202と 接 続 す る 。 他 の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク タ 106は 任 意 の 好 適 な パ ラ メ ー タ を 検 出 す
る よ う に 構 成 し て も よ く 、 そ の よ う な パ ラ メ ー タ と し て は 、 圧 力 、 体 積 、 寸 法 、 温 度 、 酸
素 、 導 電 率 、 電 位 、 pH、 ラ ク タ ー ゼ 、 駆 出 率 、 逆 流 量 、 そ の 他 の 化 学 的 も し く は 物 理 的 パ
ラ メ ー タ 、 お よ び ／ ま た は こ れ ら の う ち 任 意 の パ ラ メ ー タ の 変 化 率 な ど が あ る が 、 こ れ ら
に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 般 的 に 、 セ ン サ で あ っ て も ま た は ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て も 、 任 意 の 好 適 な エ フ ェ ク
タ が 本 発 明 の 種 々 の 態 様 に 使 用 で き る 。 そ の よ う な エ フ ェ ク タ の 例 は 本 明 細 書 で 既 に 説 明
し て い る 。 い く つ か の 態 様 は 、 本 願 と 同 時 に 提 出 さ れ 且 つ 既 に 参 照 と し て 本 明 細 書 に 組 み
入 れ ら れ て い る 米 国 特 許 仮 出 願 第 60/_______号 （ 代 理 人 整 理 番 号 21308-000200US） に 説 明
さ れ て い る 圧 力 セ ン サ 装 置 を 含 ん で い て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 こ れ ら の エ フ ェ ク タ ま た は
前 述 も し く は 後 述 の そ の 他 任 意 の エ フ ェ ク タ を 使 用 し て よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 4に 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100の 斜 視 図 を 示 す 。 キ ャ リ ヤ 100は 一 般 的 に 、 そ の 近
位 端 で ハ ン ド ル 402と 連 結 さ れ た 本 体 102を 含 ん で い て も よ い 。 前 述 の よ う に 、 本 体 102は
、 そ の 外 面 の 全 体 ま た は 一 部 に わ た っ て 分 散 し て 配 置 さ れ た 複 数 の エ フ ェ ク タ 106 a～ cを
含 ん で い て も よ い 。 ハ ン ド ル 402は 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ を 保 持 、 操 作 、 作 動 、 ま た は そ
の 他 使 用 す る た め の 任 意 の 好 適 な 手 段 を 有 し て い て よ い 。 例 え ば ハ ン ド ル 402は 、 1つ ま た
は 複 数 の 電 気 接 続 部 404お よ び 1つ ま た は 複 数 の 液 体 接 続 部 を 好 適 に 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 5は 、 図 4に 「 5」 の 矢 印 で 示 し た 視 点 か ら 見 た 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100の 断 面
図 で あ る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 キ ャ リ ヤ 100は 、 本 体 102、 本 体 102の 中 に 配 置 さ れ た 3つ
の 個 別 の 壁 内 管 腔 502 a～ c、 お よ び 本 体 102に よ り 規 定 さ れ る 中 心 部 管 腔 112を 有 す る 。 壁
内 管 腔 502 a～ cは そ れ ぞ れ 導 体 504 a～ cを 含 ん で い て も よ い 。 前 述 の よ う に 、 各 導 体 504 
a～ cは 互 い に 異 な る 機 能 を 有 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 1つ の 態 様 に お い て 、 こ
の 3つ の 導 体 は 、 ア ー ス 用 導 体 504a、 パ ワ ー 用 導 体 504b、 お よ び デ ー タ 用 導 体 504cか ら な
っ て い て も よ い 。 任 意 の 態 様 に お い て 、 こ れ よ り 少 な い 数 ま た は 多 い 数 の 導 体 が 好 適 に 含
ま れ て い て も よ い 。 さ ら に 、 壁 内 管 腔 502 a～ cの 中 に お け る 導 体 504 a～ cの 任 意 の 好 適 な
配 置 は す べ て 本 発 明 の 意 図 に 含 ま れ る 。 ま た は 、 他 の 態 様 に お い て 、 導 体 504 a～ cを 中 心
部 管 腔 112の 内 面 506上 に 配 置 し て も よ い 。 さ ら に 他 の 態 様 は 、 4つ 、 5つ 、 8つ よ り 多 い 数
ま た は そ の 他 任 意 の 好 適 な 数 の 壁 内 管 腔 502 a～ cを 含 ん で い て も よ く 、 且 つ 、 導 体 504 a
～ cは 互 い に 隣 接 す る 管 腔 502の 中 に 配 置 さ れ て も ま た は 互 い に 離 れ た 管 腔 502の 中 に 配 置
さ れ て も よ い 。 い く つ か の 態 様 に お い て は 、 導 体 504を 含 む 壁 内 管 腔 502に お い て 、 導 電 性
の ゲ ル ま た は 液 体 な ど の 導 電 性 材 料 を 壁 内 管 腔 の 中 に 配 置 し て も よ い 。 そ の よ う な 導 電 性
材 料 は 、 ア ー ス と し て 機 能 し て も よ く 、 導 体 504を エ フ ェ ク タ 106上 の 電 極 に 接 続 す る よ う
機 能 し て も よ く 、 ま た は 、 そ の 他 任 意 の 好 適 な 目 的 に 使 用 し て も よ い 。 任 意 の 好 適 な 導 電
性 の 物 質 を 使 用 し て よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 い く つ か の 態 様 に お い て 、 本 体 102は 材 料 の 2つ 以 上 の 層 か ら 作 製 さ れ る 。 そ の よ う な 態
様 に お い て 、 壁 内 管 腔 504 a～ cは 材 料 の 2つ の 層 の 間 に 位 置 し て い て も よ い 。 1つ の 態 様 に
お い て 、 本 体 102の 1つ の 層 （ 例 え ば 金 属 性 メ ッ シ ュ ま た は 中 実 の 金 属 層 な ど ） は 、 エ フ ェ
ク タ か ら 伸 び る リ ー ド 線 が そ の 層 に 接 触 す る こ と で 導 電 性 が 得 ら れ る よ う に 、 導 体 504を
含 む 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 中 心 部 管 腔 112お よ び ／ ま た は 1つ も し く は 複 数 の 壁 内 管
腔 502の 中 に 配 置 さ れ た 導 電 性 の 液 体 ま た は ゲ ル が 導 体 502と し て 機 能 し て も よ い 。 し た が
っ て 、 導 体 504は 種 々 の 構 成 、 サ イ ズ 、 形 状 、 お よ び 化 学 組 成 な ど を 有 し う る と 意 図 さ れ
る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 6に お い て 、 本 体 102は 1つ ま た は 複 数 の 孔 ま た は 側 方 開 口 部 602を 有 し て い て も よ い 。
側 方 開 口 部 602は 、 エ フ ェ ク タ の 電 極 が 導 体 504と 電 気 的 に 接 触 で き る よ う 、 エ フ ェ ク タ の
ア ー ム （ 図 6に は 示 し て い な い ） を 配 置 す る た め の 場 所 を 提 供 す る 。 側 方 開 口 部 602は 、 一
般 的 に 、 1つ ま た は 複 数 の 壁 内 管 腔 502の 一 部 に 重 な る よ う に 配 置 さ れ る 。 図 6に お い て 、
側 方 開 口 部 602は 、 1つ の 壁 内 管 腔 502aお よ び 1つ の 導 体 504aの 上 に 重 な っ て い る 。 他 の 態
様 に お い て 、 開 口 部 602は 、 2つ の 管 腔 お よ び 導 体 、 3つ の 管 腔 お よ び 導 体 、 ま た は そ の 他
好 適 な 数 の 管 腔 お よ び 導 体 へ の ア ク セ ス を 可 能 に す る よ う に 配 置 し て も よ い 。 後 に 詳 述 す
る よ う に 、 エ フ ェ ク タ の ア ー ム は 、 ア ー ム 内 の 電 極 が 壁 内 管 腔 内 の 導 電 性 の ゲ ル 、 液 体 、
ま た は そ の 他 の 物 質 と 接 触 す る よ う に 、 典 型 的 に 側 方 開 口 部 602の 上 に 配 置 さ れ る 。 こ れ
に よ り 電 気 信 号 は 、 エ フ ェ ク タ の 電 極 と 壁 内 管 腔 502内 の 導 体 と の 間 の 導 電 性 物 質 を 通 る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 7に 示 す よ う に 、 エ フ ェ ク タ 700の 1つ の 態 様 は チ ッ プ 702お よ び 3つ の ア ー ム 704 a～ c
を 含 む 。 前 述 の よ う に 、 チ ッ プ 702は 典 型 的 に 、 セ ン サ ま た は ア ク チ ュ エ ー タ な ど の ト ラ
ン ス デ ュ ー サ 、 お よ び ア ド レ ス 指 定 可 能 な プ ロ セ ッ サ を 含 む 。 ア ー ム 704 a～ cは チ ッ プ 70
2か ら 任 意 の 好 適 な 方 向 に 突 出 し て い て よ く 、 且 つ 、 任 意 の 好 適 な 形 状 、 サ イ ズ 、 お よ び
構 成 を 有 し て い て よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 2つ の ア ー ム 704aお よ び 704cは 多 重 伝 送 式 医
療 用 キ ャ リ ヤ 100の 本 体 102の 周 囲 を 部 分 的 に ま た は 完 全 に 包 む よ う 構 成 さ れ 、 第 三 の ア ー
ム 704bは 本 体 102の 外 面 に 沿 っ て 長 軸 方 向 に 伸 び る 。 1つ ま た は 複 数 の ア ー ム 704は 、 本 体 1
02の 周 囲 の 血 液 ま た は そ の 他 の 体 液 と 接 触 す る た め 本 体 102の 外 層 を 貫 い て 通 る 突 出 部 706
を 有 し て い て も よ い 。 エ フ ェ ク タ 700を 本 体 102上 の 位 置 に 固 定 す る 。 例 え ば 、 ア ー ム 704 
a～ cを 本 体 102の 外 面 上 に 配 置 し て も よ く 、 外 側 カ バ ー ま た は コ ー テ ィ ン グ を 本 体 102の 上
に 施 し て リ ー ド 線 を 覆 っ て も よ い 。 突 出 部 706は 、 本 体 102の 周 囲 の 液 体 中 に お い て 1つ ま
た は 複 数 の パ ラ メ ー タ を 検 出 す る お よ び ／ ま た は 作 用 を 及 ぼ す た め 、 こ の コ ー テ ィ ン グ ま
た は カ バ ー を 貫 い て 通 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 8に お い て 、 エ フ ェ ク タ 700は 任 意 の 好 適 な 手 段 ま た は 任 意 の 構 成 に よ り 多 重 伝 送 式 医
療 用 キ ャ リ ヤ 100と 接 続 し て い て も よ い 。 同 図 に 示 す よ う に 、 1つ の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ
ク タ 700は 本 体 102の 中 の 一 部 ま た は 全 体 に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 エ フ ェ ク タ 700は 本 体 102
の 内 層 810と 外 層 808と の 間 に 取 り 付 け て も よ い 。 例 え ば 1つ の 態 様 に お い て 、 本 体 102は 押
出 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 に よ る 複 数 の 層 を 有 し て い て も よ く 、 エ フ ェ ク タ 700は 押 出 プ ラ ス チ
ッ ク 材 料 ま た は そ の 他 の 可 撓 性 材 料 （ シ リ コ ー ン な ど ） に よ る 外 層 808と 内 層 810と の 間 に
配 置 し て も よ い 。 一 般 的 に 、 外 層 808は 押 出 材 料 に よ る 薄 い 層 を 含 み 、 且 つ い く つ か の 態
様 に お い て は 透 明 で あ っ て も よ い 。 同 様 に 、 外 層 808は 、 本 体 102の 作 製 に 用 い ら れ る も の
と 同 じ 材 料 ま た は 異 な る 材 料 に よ る 薄 い コ ー テ ィ ン グ を 有 し て い て も よ い 。 他 の 態 様 に お
い て 、 エ フ ェ ク タ 700を 本 体 の 層 の 間 に 取 り 付 け る 代 わ り に 、 エ フ ェ ク タ 700は 、 本 体 102
の 外 面 に 接 着 す る か ま た は 接 着 性 物 質 を 用 い た そ の 他 の 様 式 に よ り 固 定 し て も よ い 。 そ の
よ う な 態 様 に お い て は 、 任 意 の 好 適 な 接 着 性 物 質 を 使 用 し て よ い 。 接 着 性 物 質 を 用 い る い
く つ か の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク タ 700は 、 ア ー ム 704が 本 体 102に 接 触 し 且 つ チ ッ プ 202が
本 体 の 外 面 か ら わ ず か に 離 れ る よ う に 、 本 体 102の 外 面 に 取 り 付 け ら れ る 。 換 言 す る と 、
チ ッ プ 202は 本 体 上 で 「 浮 い て い る 」 。 こ の よ う に チ ッ プ が 浮 い て い る こ と に よ っ て 、 キ
ャ リ ヤ 100の 可 撓 性 が さ ら に 向 上 す る 可 能 性 が あ る 。 本 発 明 は 、 エ フ ェ ク タ 700を 多 重 伝 送
式 医 療 用 カ テ ー テ ル に 取 り 付 け る た め の 他 の 任 意 の 好 適 な 手 段 も 意 図 し て い る 。 例 え ば 1
つ の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク タ 700を 本 体 102に 保 持 す る た め の 力 を エ フ ェ ク タ 700の 2つ 以
上 の ア ー ム で 印 加 す る こ と に よ っ て 、 機 械 的 な 圧 力 で エ フ ェ ク タ 700を 取 り 付 け て も よ い
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 エ フ ェ ク タ 700が 本 体 102の 層 間 に 取 り 付 け ら れ る 態 様 に お い て は 、 典 型 的 に 、 エ フ ェ ク
タ 700の 1つ ま た は 複 数 の 部 分 （ チ ッ プ 702ま た は ア ン カ ー 706な ど ） が 外 層 808を 貫 い て 通
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る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 ア ン カ ー 706は セ ン サ ま た は ア ク チ ュ エ ー タ と し て の 機 能
も 担 っ て よ く 、 血 液 ま た は そ の 他 の 物 質 と 接 触 し て パ ラ メ ー タ を 検 出 す る た め 外 層 808か
ら 突 出 し て い て も よ い 。 チ ッ プ 706の 全 部 ま た は 一 部 も 、 所 望 さ れ る 場 合 は 、 外 層 808を 貫
い て 通 っ て い て よ い 。 他 の セ ン サ 、 ア ク チ ュ エ ー タ 、 ま た は エ フ ェ ク タ 700の 他 の 部 分 も
、 キ ャ リ ヤ 100の 周 囲 の 血 液 も し く は そ の 他 の 物 質 と 接 触 す る た め 、 ま た は そ の 他 任 意 の
目 的 の た め 、 外 層 808か ら 突 出 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 般 的 に は 、 前 述 の よ う に 、 チ ッ プ 702か ら 可 撓 性 ア ー ム 704aお よ び 704cの 一 部 と し て
リ ー ド 線 が 伸 び る 。 ア ー ム 704は 一 般 的 に 、 可 撓 性 ワ イ ヤ ま た は そ れ と 類 似 の 電 気 的 接 続
を 介 し て チ ッ プ と 接 続 し た 電 極 を 収 容 す る 。 各 電 極 （ 図 に は 示 し て い な い ） は 、 ア ー ム 70
4a、 704cに よ り 導 体 804 a～ cの 近 傍 に 配 置 さ れ る 。 前 述 の よ う に 、 本 体 102は 典 型 的 に 、
電 極 と 導 体 804 a～ cと の 間 に 導 電 性 を も た せ る た め 、 側 方 開 口 部 806 a～ cを 有 す る 。 壁 内
管 腔 802 a～ cの 中 の 導 電 性 の 液 体 、 ゲ ル 、 ま た は 類 似 の 物 質 が 、 隣 接 す る 電 極 と 接 触 し 、
電 極 と 導 体 804 a～ cと の 間 に 導 電 媒 体 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 8Bに 、 図 8Aの よ う に エ フ ェ ク タ 700を 有 す る 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100の 斜 視 図 を
示 す 。 同 図 は 、 側 方 開 口 部 806aを 示 す た め 、 可 撓 性 ア ー ム 704aを 引 き 戻 し た 状 態 で 描 か れ
て い る 。 点 線 は 外 層 808を 示 す 。 こ の 図 に お い て も 外 層 808は 透 明 ま た は 不 透 明 の 薄 い 層 ま
た は コ ー テ ィ ン グ で あ り 、 エ フ ェ ク タ 700の 1つ ま た は 複 数 の 部 分 が こ の 外 層 808か ら 突 出
し て い る 。 1つ の 電 極 を 収 容 し て い る 可 撓 性 ア ー ム 704aは 、 本 体 102の 側 方 開 口 部 806aを 露
出 さ せ る た め 、 引 き 戻 し た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 白 抜 き 矢 印 で 示 さ れ て い る よ う に 、 通 常
、 可 撓 性 ア ー ム 704aは 開 口 部 806aに 重 な り 、 こ れ を 完 全 に 覆 っ て い る 。 す な わ ち 、 開 口 部
806aの 直 径 は 可 撓 性 ア ー ム 704aの 幅 よ り 小 さ い 。 導 体 804aは 、 ゲ ル 、 液 体 、 ま た は そ の 他
の 導 電 性 物 質 を 含 む 壁 内 管 腔 802aの 中 で 露 出 し て い る 。 第 二 の 可 撓 性 ア ー ム 704bは 、 外 層
808か ら 突 出 し た ア ン カ ー 706と 接 続 し て い て も よ い 。 1つ の 態 様 に お い て 、 可 撓 性 ア ー ム
は 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ 上 の ダ イ 収 率 を 向 上 さ せ る た め 、 平 ら に し た と き の 形 状 が 長 方 形 に
な る よ う に 並 べ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 9に 示 す よ う に 、 本 発 明 の シ ス テ ム 900は 、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100、 な ら び に
キ ャ リ ヤ 100と の 接 続 お よ び キ ャ リ ヤ 100の 制 御 に 適 し た 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ 910を 含 ん
で い て も よ い 。 シ ス テ ム 900は 種 々 の 設 定 お よ び 種 々 の 体 内 構 造 に お い て 使 用 可 能 で あ る
が 、 1つ の 態 様 に お い て は 、 心 臓 920内 の パ ラ メ ー タ を 測 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 1つ の
態 様 に お い て 、 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ 910は 、 1つ ま た は 複 数 の ワ イ ヤ ま た は ケ ー ブ ル な ど
を 含 む 結 線 式 の 接 続 を 介 し て 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100と 接 続 す る 。 別 の 態 様 に お い て 、 コ
ン ト ロ ー ラ 910と キ ャ リ ヤ 100と は ワ イ ヤ レ ス 接 続 に よ り 接 続 さ れ る 。 さ ら に 別 の 態 様 に お
い て 、 シ ス テ ム 900は 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100と （ ワ イ ヤ 接 続 ま た は ワ イ ヤ レ ス 接 続 に よ
り ） 接 続 し 且 つ 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ 910と ワ イ ヤ レ ス 通 信 を 行 う 、 体 内 埋 植 可 能 な デ ー
タ 収 集 ・ 伝 送 ユ ニ ッ ト （ 図 に は 示 し て い な い ） を さ ら に 含 ん で い て も よ い 。 前 述 の よ う に
、 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ 100は 、 キ ャ リ ヤ 100上 の 任 意 の 好 適 な 位 置 に 配 置 さ れ た 個 別
に ア ド レ ス 指 定 可 能 な エ フ ェ ク タ 700を 任 意 の 好 適 な 数 だ け 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 患 者 か ら 医 療 デ ー タ を 収 集 す る た め の 本 発 明 の 方 法 は 、 患 者 の 体 内 に 位 置 す る セ ン サ の
多 重 伝 送 ネ ッ ト ワ ー ク に 呼 掛 け 信 号 を 送 信 す る 段 階 を 含 ん で い て も よ い 。 例 え ば ネ ッ ト ワ
ー ク は 、 患 者 の 心 臓 920の 1つ ま た は 複 数 の 部 屋 の 中 に 位 置 す る 複 数 の エ フ ェ ク タ 700を 含
ん で い て も よ い 。 呼 掛 け 信 号 を 送 信 す る 段 階 は 、 患 者 の 体 内 に 存 在 す る ア ド レ ス 指 定 可 能
な セ ン サ の 数 に 応 じ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 一 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン サ を ア ド レ ス 指 定
し て 第 一 の デ ー タ を 取 得 す る 段 階 、 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 第 二 の ア ド レ ス 指 定 可 能 セ ン
サ を ア ド レ ス 指 定 し て 第 二 の デ ー タ を 取 得 す る 段 階 な ど を 含 ん で い て も よ い 。 例 え ば 1つ
の 態 様 に お い て 、 第 三 、 第 四 、 第 五 、 第 六 、 お よ び 第 七 の セ ン サ を ア ド レ ス 指 定 し て も よ
い 。 取 得 さ れ る デ ー タ は 任 意 の 数 の パ ラ メ ー タ を 含 ん で い て よ く 、 そ の よ う な パ ラ メ ー タ
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と し て は 、 圧 力 、 体 積 、 寸 法 、 温 度 、 酸 素 、 導 電 率 、 電 位 、 pH、 ラ ク タ ー ゼ 、 駆 出 率 、 逆
流 量 、 お よ び ／ ま た は そ の 他 の 化 学 的 も し く は 機 械 的 パ ラ メ ー タ な ど が あ る が 、 こ れ ら に
限 定 さ れ る こ と は な い 。 同 方 法 は 、 多 重 伝 送 セ ン サ ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 各 セ ン サ に 同 ネ ッ ト
ワ ー ク を 介 し て パ ワ ー を 供 給 す る 段 階 を さ ら に 含 ん で い て も よ い 。 例 え ば 、 導 体 の 1つ に
よ り ネ ッ ト ワ ー ク 内 の セ ン サ に パ ワ ー を 供 給 し て も よ い 。 さ ら に 、 本 発 明 の 方 法 は 任 意 の
好 適 な 体 内 構 造 内 で 実 施 し て よ く 、 そ の よ う な 構 造 と し て は 、 心 臓 、 動 脈 系 も し く は 静 脈
系 、 お よ び ／ ま た は 膀 胱 な ど そ の 他 の 中 空 の 体 内 構 造 な ど が あ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る
こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 の 方 法 は 、 セ ン サ の 多 重 伝 送 ネ ッ ト ワ ー ク に 呼 掛 け 信 号 を 送
信 す る 段 階 を 含 ん で い な く て も よ い 。 代 わ り に 、 セ ン サ を 作 動 さ せ て 検 出 デ ー タ を 同 報 通
信 さ せ て も よ い 。 例 え ば 各 セ ン サ は 、 互 い に 異 な る 周 波 数 ま た は 互 い に 異 な る 指 定 時 間 枠
な ど を 用 い て デ ー タ を 同 報 通 信 し て も よ い 。 同 報 通 信 さ れ た デ ー タ は 受 信 お よ び 処 理 さ れ
、 異 な る 各 セ ン サ に つ い て デ ー タ が 分 離 さ れ る 。 1つ の 態 様 に お い て 、 各 エ フ ェ ク タ は 、
単 一 の 搬 送 周 波 数 を 用 い て 他 の 素 子 ま た は 中 央 コ ン ト ロ ー ラ と の 通 信 を 行 う 。 し た が っ て
セ ン サ は 、 専 用 の 搬 送 周 波 数 を 用 い て デ ー タ を 同 報 通 信 す る こ と が で き る 。 ア ク チ ュ エ ー
タ は 別 の 専 用 周 波 数 で 命 令 を 受 け 取 る こ と が で き る 。 い く つ か の 態 様 に お い て 、 エ フ ェ ク
タ は 、 イ ー サ ネ ッ ト と 類 似 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 互 い に 通 信 し て も よ い 。 例 え ば 心 室 の
体 積 測 定 に 用 い る 場 合 な ど の 1つ の 態 様 に お い て 、 超 音 波 受 信 機 と 電 気 的 に 接 続 し た 超 音
波 伝 送 用 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を や や 離 れ た 位 置 に 配 置 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ と 受 信 機 と の 距 離 は 、 た と え カ テ ー テ ル が 曲 が っ て い て も 、 音 響 遅 延 か ら 正 確 に 決 定
す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 多 重 伝 送 式 カ テ ー テ ル の い く つ か の 態 様 で は ア ド レ ス 指
定 が 用 い ら れ る が 、 他 の 態 様 は ア ド レ ス 指 定 な し で 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 1つ の 態 様 に お い て 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100は 図 9の よ う に カ テ ー テ ル を 含 み 、 且 つ 、
カ テ ー テ ル に 沿 っ た 複 数 の 位 置 で 複 数 の セ ン サ エ フ ェ ク タ 700を 用 い て 圧 力 を 測 定 す る の
に 用 い ら れ る 。 1つ の セ ン サ は 、 左 心 室 の 血 行 力 学 パ ラ メ ー タ を 測 定 す る た め 、 ピ ッ グ テ
ー ル カ テ ー テ ル な ど の カ テ ー テ ル の 遠 位 端 付 近 に 配 置 し て も よ い 。 別 の セ ン サ は 、 使 用 中
に 左 心 室 の 外 に 位 置 す る よ う 、 遠 位 側 セ ン サ か ら 十 分 離 れ た 位 置 に 配 置 し て も よ い 。 各 セ
ン サ は 、 そ の セ ン サ の 位 置 に お け る 圧 力 を 示 す 信 号 を 、 多 重 伝 送 コ ン ト ロ ー ラ 910な ど の
外 部 装 置 に 伝 送 し て も よ い 。 次 に コ ン ト ロ ー ラ 910は 、 上 流 の 圧 力 か ら 下 流 の 圧 力 を 減 算
す る こ と に よ り 、 僧 帽 弁 を 横 切 る 圧 力 勾 配 の リ ア ル タ イ ム 測 定 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 多 重 伝 送 式 キ ャ リ ヤ 100は 、 イ ン ピ ー ダ ン ス ・ プ レ チ ス モ グ ラ フ ィ
を 用 い て 心 腔 、 動 脈 、 ま た は そ の 他 の 血 管 な ど の 体 積 を 測 定 す る の に 適 し て い て も よ い 。
一 般 的 に 、 そ の よ う な 方 法 で は 、 キ ャ リ ヤ 100上 の 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ た 2つ の エ フ ェ ク
タ で あ っ て 電 圧 を 生 成 す る ア ク チ ュ エ ー タ と し て 作 用 す る エ フ ェ ク タ 700が 利 用 さ れ る 。
同 方 法 は 、 キ ャ リ ヤ 100の 周 囲 の 血 液 を 介 し て 2つ の エ フ ェ ク タ 700に よ り 100 kHzを 超 え る
周 波 数 （ 例 え ば 125 kHzな ど ） で AC電 流 を 発 生 さ せ る 段 階 を 含 ん で い て も よ い 。 2つ の 電 圧
生 成 エ フ ェ ク タ 700の 間 に は 、 キ ャ リ ヤ 100に 沿 っ て 電 圧 測 定 エ フ ェ ク タ 700の 直 列 配 列 を
配 置 し て も よ い 。 種 々 の 電 圧 測 定 用 電 極 間 の 血 液 の 抵 抗 が そ の 周 波 数 に お け る 電 位 変 動 の
み を 用 い て 測 定 さ れ る よ う 、 電 圧 測 定 エ フ ェ ク タ 700内 の 電 気 回 路 は 、 電 圧 生 成 エ フ ェ ク
タ 700に よ り 生 成 さ れ た 経 時 変 化 す る 電 位 を フ ィ ル タ リ ン グ す る 。 1つ の エ フ ェ ク タ 700が
血 液 の 導 電 性 の 測 定 に も 適 し た も の で あ れ ば 、 種 々 の 抵 抗 測 定 値 か ら そ の 血 管 ま た は 腔 の
体 積 測 定 値 を 推 測 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 上 は 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 の 詳 細 な 説 明 で あ る が 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 規 定 さ れ
る 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 以 上 の 態 様 に 対 し て 種 々 の 変 更 、 改 変 、 お よ び 同
等 物 の 提 供 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 異 な る パ ラ メ ー タ を 測 定 す る も し く は こ れ
に 影 響 を 及 ぼ す こ と 、 お よ び ／ ま た は 体 内 の 異 な る 位 置 の パ ラ メ ー タ を 測 定 す る も し く は
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こ れ に 影 響 を 及 ぼ す こ と な ど を 目 的 と し て 、 以 上 に 説 明 し た 方 法 に 種 々 の 変 更 を 加 え る こ
と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 以 上 の 説 明 は 例 示 の み を 目 的 と し て 提 供 さ れ る も の で あ り
、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 規 定 さ れ る 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の と 解 釈 さ れ る べ き で な
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 し た 、 管 腔 内 カ テ ー テ ル の 形 態 の 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ
ャ リ ヤ を 示 し た 略 図 で あ る 。
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 し た 、 平 面 の 形 態 の 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ を 示
し た 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 し た エ フ ェ ク タ を 示 し た 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 し た 、 圧 力 を 測 定 す る た め の 第 一 の 代 表 的 な エ フ ェ
ク タ を 示 し た 略 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 し た 、 導 電 率 を 測 定 す る た め の 第 二 の 代 表 的 な エ フ
ェ ク タ を 示 し た 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 原 理 に 従 っ て 構 成 し た 、 表 面 上 に 複 数 の セ ン サ を 有 す る 血 管 内 ま た は 管
腔 内 用 の カ テ ー テ ル を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 4の カ テ ー テ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 4の カ テ ー テ ル の 本 体 の 一 部 の 詳 細 図 で あ っ て 、 本 発 明 の 方 法 に 従 っ て エ フ ェ
ク タ と の 接 続 前 に 側 面 に 開 口 部 が 予 備 形 成 さ れ た 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 6の カ テ ー テ ル 本 体 上 に 取 り 付 け る た め の 代 表 的 な エ フ ェ ク タ 構 成 を 示 し た 図
で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 図 7の エ フ ェ ク タ を 図 6の カ テ ー テ ル 本 体 に 取 り 付 け た 様 子 を 示 し た 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ｂ 】 多 重 伝 送 式 医 療 用 キ ャ リ ヤ の 一 部 の 斜 視 図 で あ っ て 、 図 7お よ び 図 8Aの エ フ ェ
ク タ を 図 6の カ テ ー テ ル 本 体 に 取 り 付 け た 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 方 法 に 従 っ て 心 臓 内 モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て い る 図 4の カ テ ー テ ル の 使 用
方 法 を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 １ Ａ 】

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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